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　昨年から秋山財団創立25周年の記念行事が種々始まり、設立当時のこと、故秋山喜

代前理事長のことが思い起こされます。私は昭和29年に北大理類に入学し、のんびり

過ごした教養の一年半後には医学部薬学科の1期生となり、講義と実習がぎっしりつ

まった薬学生活が始まりました。そのころから、薬学の学生には秋山家からいろいろな

ご支援をいただいていたことを憶えております。　

　アトラスセミナー

　財団設立当初「アトラスセミナー」という勉強会があり、1988年に30回を迎えた同

窓会のような集まりの写真と30回分の演題を記録したものを見つけました。秋山喜代

愛生舘社長が第一回に「薬学とバイオテクノロジー」という題でお話されています。第

12回は故和田武雄氏の「生命化学は21世紀の北海道を切り拓く」という財団の研究助

成の理念となるような演題でした。私も第5回に「夢が現実になった DNA 合成」とい

う題で話したらしいのですが、遺伝子の化学合成が可能になった頃で、北海道に戻って

これから頑張ろうとしていたことぐらいしか思い出せません。しかし、それ以後の世界

の生命化学の進展は驚異的です。日本の研究環境も当時よりは良くなっているので、こ

の進歩に貢献できない言い訳は許されないと思います。

秋山記念生命科学振興財団

　1987年1月の財団設立から25年が経とうとしているということを考えますと多くの

北海道の生命科学の研究者が援助を受け励まされて、

研究の成果に繋げたことと想像できます。研究助成のみでも約5億円の助成がされてい

ます。特に新任で教室を立ち上げようとしている研究者からの感謝の気持ちが多く寄せ

られています。科学研究費補助金は以前と比較するとかなり増額されていますが、基盤

研究への一層の増額によって研究人口を拡大する方向への助成は期待どうりには行われ

ておりません。本財団の研究助成と奨励助成が比較的若手を優遇し、将来に期待する研

秋山財団とわたし

大塚　榮子
（北海道大学　名誉教授）

巻　　頭　　言
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究課題を重要視する選考が道内の研究者に大きな恩恵となっています。今年の大災害が

国の教育、研究に及ぼす影響が懸念されますが、遅れをとることなく一層の努力が必要

と思われます。

数値目標

　北海道大学でも国立大学法人となって以来、国際的な大学評価機関からのランキング

の対象とされています。あまり権威のある機関が行っているわけでもなく、評価基準も

まちまちで、気にしない方が良いという意見もありますが、一つの目安とみなされて、

卒業生や社会一般からは厳しい目がそそがれます。国際的に見ると日本の大学での女性

教員の比率が低いことが批判の対象になります。男女共同参画社会基本法などの法律も

制定されていますが、北海道大学では平成16年に策定した中期目標 •中期計画の中で

法律の精神に則り、女性研究者の環境整備のために平成18年7月、「北海道大学女性研

究者支援室」が開設されました。国が掲げる大きな目標は女性研究者の比率を30％と

することですが、20年かけて20％まで女性研究者の比率を上げようとしています。平

成18年度には文部科学省振興調整費の第一弾として「女性研究者支援モデル育成」事

業が採択され、様々な支援活動を推進する体制を整えたり、女子中高生の理系進路選択

を支援するため、「理系応援キャラバン隊」を結成し、意識改革なども進めていましたが、

平成21年度には第2弾「女性研究者養成システム改革加速」事業において「輝け、女性

研究者！根を張れ、花咲け、実を結べ＠北大」が採択されたようです。このような女性

教員の増員 •定着 •活躍促進も大事ですが、研究助成という実質的な支援が重要な課題

として求められています。

秋山記念生命科学振興財団からは厳しい選考のなか、多くの女性研究者が支援を受けて

きました。これからもこの財団が益々発展し、北海道の進展のためにご支援をいただけ

ますように祈念いたします。

昭和６３年１０月１４日、 札幌プリンスホテルに於いて、アトラスセミナー同窓会（仮称）の開催時
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₁．目的

　�この法人は、健康維持・増進に関連する生命科学（ライフサイエンス）の基礎研究を

奨励し、かつ、人材育成及び国際的な人材交流の活性化を促進し、その成果を応用技

術の開発へ反映させることにより、学術の振興及び地場産業の育成並びに道民の福祉

の向上に寄与することを目的とする。

₂．性格と設立の経緯

　⑴　財団法人（助成型財団）
　⑵　昭和62年₁月₈日　北海道知事の認可を受け設立（設立者：秋山　喜代）
　⑶　昭和62年₄月₉日　北海道知事から試験研究法人の認定を受ける
　　　平成18年11月21日　北海道知事から特定公益増進法人の認定を受ける（更新）
　　　平成20年₂月₇日　�北海道知事から租税特別措置法施行令第40条の₃第₁項第₂

号から第₄号までの適用の認定を受ける（更新）
　　　平成21年12月 1 日　公益認定の登記を行い、公益財団法人となる。
　代表理事　秋山��孝二

₃．事業内容

　・健康維持・増進に関連する生命科学の基礎研究に対する助成
　・生命科学の研究者の国内留学又は海外留学に対する助成
　・生命科学の海外研究者の招聘の助成及び国内研究者の海外派遣に対する助成
　・生命科学の進歩発展に顕著な功績があった研究者に対する褒章
　・生命科学に関する講演会の開催及びその企画に対する助成
　・先端技術研究・開発に対する助成及び研究開発の委託
　・�地域社会の健全な発展を目的とする活動並びに担い手育成及びネットワーク構築に

対する助成
　・地域社会の健全な発展への貢献者に対する褒章
　・その他公益目的を達成するために必要な事業

₄．事業の実績
年度

区分
昭和62～平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 合　　計
件 万円 件 万円 件 万円 件 万円 件 万円 件 万円

賞
秋山財団賞 15 3,000 1 200 1 200 1 200 1 200 19 3,800
新渡戸・南原賞 2 100 2 100 4 200

助
　
　
　
成

研究助成　一般
574 40,205

20 2,000 19 1,900 16 1,600 13 1,300
724 51,105

　　　　　奨励 23 1,150 19 950 21 1,050 19 950
交流助成 19 580 19 580
招聘助成 42 1,115 2 60 44 1,175
刊行助成 1 30 1 30
講演等助成 106 4,890 4 200 4 200 114 5,290
社会貢献活動助成 33 1,424 18 852 18 813 8 340 10 478 87 3,907
ネットワーク形成 5 1,280 6 1,650 6 1,229 17 4,159
合　　　　計 790 51,244 68 4,462 66 5,343 50 4,940 51 4,498 1,024 70,487
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₅．役員等	 �平成22年 3 月31日現在（敬称略）

〈理事・監事〉任期：平成22年 4 月 1 日～平成23年 3 月31日
役　　名 氏　　　名 主　な　る　現　職
理 事 秋　山　孝　二 秋山不動産（有）��代表取締役社長
理 事 秋　野　豊　明 医療法人渓仁会　理事長
理 事 飯　塚　敏　彦 北海道大学　名誉教授
理 事 大　塚　榮　子 北海道大学　名誉教授
理 事 大和田　榮　治 北海道薬科大学��学長
理 事 大　西　雅　之 ㈱阿寒グランドホテル��代表取締役社長
理 事 金　川　弘　司 北海道大学　名誉教授
理 事 菊　地　浩　吉 財団法人北海道対がん協会　会長
理 事 小　池　明　夫 北海道旅客鉄道㈱��代表取締役会長
理 事 吉　田　晃　敏 旭川医科大学��学長
監 事 萱　場　利　通 ㈱北海道総合技術研究所�代表取締役会長
監 事 北　上　敏　栄 北上会計事務所　所長
監 事 墨　谷　和　則 ほくでんサービス㈱��監査役

〈評議員〉任期：平成22年 4 月 1 日～平成23年 3 月31日
役　　名 氏　　　名 主　な　る　現　職
評 議 員 秋　山　健　一 日本医科大学　助教
評 議 員 明　峯　哲　夫 農業生物研究室　主宰
評 議 員 石　本　玲　子 元（株）電通北海道
評 議 員 今　村　紳　彌 北海道旅客鉄道（株）ＤＭＶ推進センター　主幹
評 議 員 上　田　　　宏 北海道大学北方生物圏フィールド科学センター　教授
評 議 員 菊　地　　　寛 北星学園大学文学部　教授
評 議 員 小　磯　修　二 釧路公立大学　学長
評 議 員 佐　藤　昇　志 札幌医科大学総合情報センター長　教授
評 議 員 髙　橋　尋　重 北海道電力（株）お客さま本部　課長
評 議 員 丹　羽　祐　而 （株）丹羽企画研究所　代表取締役
評 議 員 森　　　美和子 北海道医療大学　客員教授

〈選考委員〉任期：平成22年 4 月 1 日～平成23年 3 月31日
研究助成
役　　名 氏　　　名 主　な　る　現　職
選 考 委 員 市　原　和　夫 北海道薬科大学大学院薬学研究科　教授
選 考 委 員 尾　島　孝　男 北海道大学大学院水産科学研究院　教授
選 考 委 員 川　浪　雅　光 北海道大学大学院歯学研究科　教授
選 考 委 員 黒　木　由　夫 札幌医科大学医学部　教授
選 考 委 員 高　井　　　章 旭川医科大学医学部　教授
選 考 委 員 高　岡　晃　教 北海道大学遺伝病制御研究所��教授
選 考 委 員 坪　田　敏　男 北海道大学大学院獣医学研究科　教授
選 考 委 員 出　村　　　誠 北海道大学大学院先端生命科学研究院　教授
選 考 委 員 時　野　隆　至 札幌医科大学医学部附属がん研究所��教授
選 考 委 員 畠　山　鎮　次 北海道大学大学院医学研究科　教授
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社会貢献活動助成
役　　名 氏　　　名 主　な　る　現　職
選 考 委 員 明　峯　哲　夫 農業生物研究室　主宰
選 考 委 員 石　本　玲　子 元（株）電通北海道
選 考 委 員 栗　原　清　昭 社会福祉法人つばめ福祉会��理事長
選 考 委 員 伏　島　信　治 伏島プランニングオフィス��代表
選 考 委 員 山　崎　幹　根 北海道大学公共政策大学院��教授
選 考 委 員 湯　浅　優　子 北海道スローフーズフレンド帯広��リーダー

₆．賛助会員

　�　賛助会員制度とは、財団の目的及び事業に賛同した方々に、財政面を通じて財団の

基礎の充実と事業の拡大を支援して戴くための制度で、会員には法人と個人の２種類

があります。

　　平成23年 3 月31日現在、次の方々が会員となっておられます。

〔法人会員：10社〕� （五十音順・敬称略）

秋山物流サービス（株） 大正富山薬品㈱

（株）エイ・ケイ・ケイ 大鵬薬品工業（株）札幌支店

エーザイ（株） テルモ（株）札幌支店

第一三共（株）札幌支店 学校法人東日本学園

（株）北海道総合技術研究所 ヤクハン製薬（株）

〔個人会員：10名〕� （五十音順・敬称略）

伊　　東　　　　　孝 徳　　田　　達　　介

金　　岡　　祐　　一 古　　川　　　　　晃

萱　　場　　利　　通 干　　場　　俊　　一

菊　　地　　浩　　吉 前　　田　　三　　郎

谷　　中　　重　　雄 八　　島　　壯　　之

役　　名 氏　　　名 主　な　る　現　職
選 考 委 員 林　　　正　信 酪農学園大学獣医学部��教授
選 考 委 員 伴　戸　久　徳 北海道大学大学院農学研究院　教授
選 考 委 員 松　田　　　彰 北海道大学大学院薬学研究院��教授
選 考 委 員 三　宅　陽　一 帯広畜産大学畜産学部獣医学科　教授
選 考 委 員 吉　田　成　孝 旭川医科大学医学部　教授
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₇．寄附
平成22年 4 月 1 日～平成23年 3 月31日（受付順・敬称略）
年　月　日 寄　附　者　名

平成22年 6 月10日 伏島信治
7月30日 武田薬品工業株式会社��札幌支店
9月７日 谷中重雄
9月８日 社団法人札幌薬剤師会
9月９日 ＳＨＫアセットマネジメン
9月13日 秋山物流サービス株式会社
12月24日 クロッカス（卓球クラブ）

平成23年 3 月１日 秋山孝二

₈．会計報告
⑴　収支計算書　（平成22年 4 月 1 日から平成23年3月31日まで)
　　財団法人　秋山記念生命科学振興財団

科　　　目 決算額（単位：円）
Ⅰ　事業活動収支の部
　１．事業活動収入
　　　　基本財産運用収入 71,324,318
　　　　特定資産運用収入 877,042
　　　　会費収入 1,200,000
　　　　寄付金収入 695,000
　　　　雑収入 3,451
　　　　事業活動収入計 74,099,811
　２．事業活動支出
　　　　事業費支出 67,514,526
　　　　管理費支出 2,621,613
　　　　事業活動支出計 70,136,139
　　　　　事業活動収支差額 3,963,672
Ⅱ　投資活動収支の部
　１．投資活動収入
　　　　特定資産取崩収入 22,007,020
　　　　投資活動収入計 22,007,020
　２．投資活動支出
　　　　特定資産取得支出 25,656,100
　　　　投資活動支出計 25,656,100
　　　　　投資活動収支差額 -3,649,080
Ⅲ　財務活動収支の部
　１．財務活動収入
　　　　財務活動収入計 0
　２．財務活動支出
　　　　財務活動支出計 0
　　　　　財務活動収支差額 0
　　　　当期収支差額 314,592
　　　　前期繰越収支差額 997,079
　　　　次期繰越収支差額 1,311,671
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収支計算書に対する注記

1 ． 資金の範囲について

　　�資金の範囲には、現金預金、未収入金、未払金、前払金、前受金、立替金及び預り金を含めるこ
とにしている。なお、前期末及び当期末残高は 2に記載のとおりである。� � �

2 ． 次期繰越収支差額の内容は、次のとおりである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

科　　目 前期末残高 当期末残高
現 金 預 金 997,079 1,311,671
立 替 金 0 0
預 り 金 0 0

合計 997,079 1,311,671

財務諸表に対する注記

1 ． 重要な会計方針

　　⑴　有価証券の評価基準及び評価方法
　　　　決算日の市場価額等に基づく時価法によっている。
　　⑵　固定資産の減価償却の方法
　　　　減価償却の方法は定率法によっている。
　　⑶　土地の評価基準及び評価方法
　　　　決算日の時価（路線価格）によっている。
　　⑷　消費税等の会計処理
　　　　消費税及び地方消費税の会計処理は、税込方式によっている。

2 ． 基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。
（単位：円）

科　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
基本財産
基本財産積立預金 1,709,998,484 　 1,709,998,484
有 価 証 券 1,860,752,400 621,756,720 1,238,995,680
土 地 58,405,200 58,405,200
建 物 102,563,236 4,296,388 98,266,848
小　　　　計 3,731,719,320 0 626,053,108 3,105,666,212

特定資産
施設修理積立預金 37,025,826 1,877,042 38,902,868
助成準備引当預金 30,732,997 23,779,058 22,007,020 32,505,035
小　　　　計 67,758,823 25,656,100 22,007,020 71,407,903
合　　　　計 3,799,478,143 25,656,100 648,060,128 3,177,074,115
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3 ． 基本財産及び特定資産の財源等の内訳
（単位：円）

科　　目 当期末残高 うち指定正味財産
からの充当額

うち一般正味財産
からの充当額

うち負債に
対応する額

基本財産
基本財産積立預金 1,709,998,484 1,533,498,484 176,500,000 0
有 価 証 券 1,238,995,680 1,238,995,680 0 0
土 地 58,405,200 58,405,200 0 0
建 物 98,266,848 96,676,945 1,589,903 0
小　　　　計 3,105,666,212 2,927,576,309 178,089,903 0

特定資産
施設修理積立預金 38,902,868 0 38,902,868 0
助成準備引当預金 32,505,035 0 32,505,035 0
小　　　　計 71,407,903 0 71,407,903 0
合　　　　計 3,177,074,115 2,927,576,309 249,497,806 0

4 ． 指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

内　　　　　　容 金　　　額
経常収益への振替額

減価償却費計上による振替額 4,230,143
合　　　　　　計 4,230,143

5 ． 固定資産の取得価額・減価償却累計額及び当期末残高
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

科　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高
建 物 207,261,080 108,994,232 98,266,848
構 築 物 945,000 908,456 36,544
什 器 備 品 3,972,317 3,835,508 136,809
ソ フ ト ウ エ ア 1,905,750 891,255 1,014,495

6 ． 重要な会計方針の変更
　　特になし
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⑵　貸借対照表（平成23年3月31日現在）

　　財団法人　秋山記念生命科学振興財団
科　　　　　目 金　額（単位：円）

Ⅰ　資産の部
　 1．流動資産
　　　　現金預金 1,311,671
　　　流動資産合計 1,311,671
　 2 ．固定資産
　　⑴基本財産
　　　　基本財産積立預金 1,709,998,484
　　　　有価証券 1,238,995,680
　　　　土地 58,405,200
　　　　建物 98,266,848
　　　基本財産合計 3,105,666,212
　　⑵特定資産
　　　　施設修理積立預金 38,902,868
　　　　助成準備引当預金 32,505,035
　　　特定資産合計 71,407,903
　　⑶その他固定資産
　　　　構築物 36,544
　　　　什器備品 136,809
　　　　電話加入権 305,760
　　　　ソフトウエア 1,014,495
　　　その他固定資産合計 1,493,608
　　　固定資産合計 3,178,567,723
　　　資産合計 3,179,879,394
Ⅱ　負債の部
　 1．流動負債
Ⅲ　正味財産の部
　 1．指定正味財産
　　　　積立預金 1,533,498,484
　　　　受贈土地 58,405,200
　　　　受贈投資有価証券 1,238,995,680
　　　　受贈建物 96,676,945
　　　指定正味財産合計 2,927,576,309
　　　（うち基本財産への充当額） 2,927,576,309
　 2 ．一般正味財産 252,303,085
　　　（うち基本財産への充当額） 178,089,903
　　　（うち特定資産への充当額） 71,407,903
　　　正味財産合計 3,179,879,394
　　　負債及び正味財産合計 3,179,879,394
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⑴　収支計算書　（自　平成21年12月 1 日～至　平成22年 3 月31日)
　　公益財団法人　秋山記念生命科学振興財団

科　　　目 金額（単位：円）
Ⅰ　事業活動収支の部
　１．事業活動収入
　　　　基本財産運用収入 24,285,405
　　　　特定資産運用収入 601,517
　　　　寄付金収入 400,000
　　　　雑収入 1,949
　　　　事業活動収入計 25,288,871
　２．事業活動支出
　　　　事業費支出 14,016,727
　　　　管理費支出 1,218,949
　　　　事業活動支出計 15,235,676
　　　　　事業活動収支差額 10,053,195
Ⅱ　投資活動収支の部
　１．投資活動収入
　　　　投資活動収入計 0
　２．投資活動支出
　　　　特定資産取得支出 23,708,537
　　　　投資活動支出計 23,708,537
　　　　　投資活動収支差額 -23,708,537
Ⅲ　財務活動収支の部
　１．財務活動収入
　　　　財務活動収入計 0
　２．財務活動支出
　　　　財務活動支出計 0
　　　　　財務活動収支差額 0
　　　　当期収支差額 -13,655,342
　　　　前期繰越収支差額 14,652,421
　　　　次期繰越収支差額 997,079
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　　正味財産増減計算書　（平成22年4月 1 日～平成23年 3 月31日)
　　公益財団法人　秋山記念生命科学振興財団

科　　　目 当年度（単位：円）
Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　　⑴経常収益
　　　基本財産運用益 71,324,318
　　　特定産運用益 877,042
　　　受取会費 1,200,000
　　　受取寄付金 4,925,143
　　　雑収益 3,451
　　　経常収益計 78,329,954
　　⑵経常費用
　　　事業費 67,514,526
　　　管理費 7,363,013
　　　経常費用計 74,877,539
　　　　当期経常増減額 3,452,415
　２．経常外増減の部
　　⑴経常外収益
　　　経常外収益計 0
　　⑵経常外費用
　　　経常外費用計 0
　　　　当期経常外増減額 0
　　　　当期一般正味財産増減額 3,452,415
　　　　一般正味財産期首残高 248,850,670
　　　　一般正味財産期末残高 252,303,085
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　　基本財産評価益 0
　　　基本財産評価損 621,756,720
　　　一般正味財産への振替額 -4,230,143
　　　　当期指定正味財産増減額 -625,986,863
　　　　指定正味財産期首残高 3,553,563,172
　　　　指定正味財産期末残高 2,927,576,309
Ⅲ　正味財産期末残高 3,179,879,394
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第₂章　事業活動

₁．褒賞事業

₂．助成事業
研究助成

社会貢献活動助成

₃．ネットワーク形成事業

₄．講演会

₅．贈呈式

₆．その他の事業
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サケの母川記銘・回帰機構に関する
生理学的研究

秋山財団賞　受賞研究

はじめに

北海道の水産業の最重要魚種の一つであるサケは、秋に自分の生まれた川（母川）に産

卵のため回帰し、子孫を残して死んでゆくドラマチックな生命現象を営む。サケの母川

回帰機構に関しては、稚魚が降海する時に母川固有のニオイを記憶（母川記銘）し、性

成熟した親魚が母川のニオイ記憶を頼りに母川を識別して回帰すると言う「嗅覚仮説」

が1950年代に米国で提唱された。しかし、①河川のニオイは沿岸近くでなければ識別

できないため北洋から沿岸までサケはどのように回帰するのか、②何が引金となって北

洋から母川まで回帰するのか、③母川のニオイはどのような成分であるのか、④そのニ

オイ成分をサケ稚魚がどのように記憶しサケ親魚がどのように識別するのか、⑤何故サ

ケは産卵後に死亡するのか、などの生命科学にとって興味深い謎の多くが未解明であっ

た。

1991年に母校の北海道大学水産学部附属洞爺湖臨湖実験所に赴任してから、洞爺湖の

地の利を生かし湖を海のモデルとし、湖に生息する湖沼型のヒメマスとサクラマスを研

究材料とし、さらに我国に生息する4種類の降海型の太平洋サケ（カラフトマス・シロ

ザケ・ベニザケ・サクラマス）を研

究材料に加えて、サケの母川記銘・

回帰機構を解明するため、最新のバ

イオテレメトリー手法を用いたサ

ケの母川回帰行動に関する動物行

動学的研究、サケの脳―下垂体―生

殖腺系ホルモンの分泌動態に関す

る生殖内分泌学的研究、およびサケ

の嗅覚受容機能に関する感覚神経

生理学的研究を多角的に開始した。

上
う え だ

田　宏
ひろし

（北海道大学北方生物園フィールド科学センター教授）

₁．褒賞事業
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研究の成果

【動物行動学的研究】

　洞爺湖において超音波送受信システムを

用いてヒメマスとサクラマスの母川回帰行

動を有人調査船で追跡し、ヒメマスは視覚

を用いて直線的に方向を定位して母川回帰

し、サクラマスは嗅覚と視覚を用いて沿岸

沿いに河川を識別しながら回帰することを

明らかにした。また、超音波送受信システ

ムを改良し、実験個体より発信される超音

波音源の方位推定方法、船上の各種情報の

処理およびコントロールシステム、陸上基地とのデータ通信およびデータ解析・表示シ

ステムを開発し、追跡用ロボット船に搭載し、ヒメマスの回遊行動をロボット船により

自動追跡することに成功した。さらに、ベーリング海においてシロザケに遊泳速度が記

録できるプロペラ付きデータロガーを装着して放流し、根室沖で回収したところ、シロ

ザケは直線距離にして2,760kmを67日間で、平均遊泳速度62cm/ 秒でナビゲーション

して回帰していることを明らかにした。加えて、心電図を記録できるデータロガーを用

いて産卵行動中にシロザケの心拍が雌で7秒・雄で5秒間停止し、この心停止は副交感

神経が制御していることを解明した。

【生殖内分泌学的研究】

　ベーリング海から千歳川まで母川回帰に伴うシロザケの脳のサケ型生殖腺刺激ホルモ

ン放出ホルモン（sGnRH）、下垂体の GTH、および生殖腺の SHの分泌動態を解析し、

脳内（嗅球・終神経・視索前野）に分布する sGnRH は石狩湾から千歳川の産卵場に回

帰する間に部位特異的に分泌量が増加し、下垂体からの黄体形成ホルモンおよび生殖腺

からのテストステロン（T）の分泌量が増加することを明らかにした。また、支笏湖に

生息するヒメマスの母川回帰性に性差があり、産卵期前半の雄は雌よりも早く正確に母

川回帰するが、後半は回帰率が半減するのに対し、雌の1～2割は産卵期を通して母川

回帰せず、この雌雄差には SH分泌動態が関与していることを解明した。さらに、ヒメ

マスに GnRH アナログ（GnRHa）を投与すると、生殖腺から分泌される17α,20β- デ

ヒドロキシ -4- プレグネン -3- オンまたは Tの分泌が促進され、雌雄とも母川回帰日数

が短縮されることを明らかにした。加えて、ベニザケに GnRHa を投与すると雌の排卵

を促進し、抱卵数を増加させるためベニザケの資源増産に有効であることを提唱した。

【感覚神経生理学的研究】

　河川水中の溶存遊離アミノ酸 (DFAA) 組成を分析して、その組成に基づき作成した人

工アミノ酸母川水 (ANSW) に対する選択性を洞爺臨湖実験所の Y字水路により、各母

日本に生息している太平洋サケの種類と生活史
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川に回帰した4種類の太平洋サケを用いて比較解析したところ、最も進化していると考

えられるカラフトマス以外は ANSWを有意に選択することを明らかにした。ヒメマス1

歳魚のスモルト期（海水適応能を獲得して降海行動を行い母川記銘する時期）前中後期

の3～7月に1μML- プロリン (P) を2週間暴露し、Pに対する嗅電位を電気生理学的に測

定したところ、3～6月に暴露すると対照群に比べて有意に嗅電位が高くなり、また2年

後の成熟期に Y字水路を用いた選択行動実験により3～6月に Pに暴露した成熟個体は

Pを有意に選択するが、7月の個体は選択しないことを解明した。DFAA の起源を解析

するため、河床の付着性微生物の集合体であるバイオフィルムの培養実験を行ったとこ

ろ、バイオフィルムが放出するDFAA 組成は河川水中のもとの同じであることから、バ

イオフィルムが河川水中のDFAA の起源の一つであることを明らかにした。分子生物学

的手法を用いて、ヒメマスのニオイ受容体遺伝子 (SOR1) および母川記銘関連遺伝子

(SOIG) を単離し、両遺伝子の発現量をリアルタイム PCR で解析したところ、SOR1・

SOIG の発現量が母川記銘・回帰時に増加することを見出し、サケは河川水の DFAA 組

成を稚幼魚が記銘し、親魚が識別していることを解明した。

　以上のように、北海道のサケ研究には絶好の研究環境を最大限に生かして、北海道全

域のサケ漁業関係者の協力を得て4種類の太平洋サケを入手するとともに、湖沼型サケ

をモデルとして、利用可能な最新の解析手法を積極的に導入し、動物行動学・生殖内分

泌学・感覚神経生理学的研究を多角的に展開することにより、「サケの母川記銘・回帰

機構」と言う生命科学上の大きな謎に対して、世界が認める優れたな研究成果を数多く

あげることができた。今後も、北海道のシンボルとも言えるサケを用いて、北海道の生

命科学の学問水準の高さを世界に示すとともに、将来的にも北海道の生命科学の発展に

微力ながら貢献していきたい。
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国を愛するということ
― 新渡戸・内村・南原をつなぐもの

新渡戸・南原賞

　昨年、第七回新渡戸・南原賞を授与されて以来、折にふれて、南原が新渡戸から引き

継いだものについて考えるようになりました。それは、思いもかけないことであったと

はいえ、両者の名を冠した賞をいただいた以上、南原だけではなく、新渡戸についても

考えを深めることが受賞者として果たすべき責任ではなかろうかという気持ちが強くな

ってきたからでした。

　もちろん、私は、南原の評伝を書くことを通して、一高生時代の南原が、校長として、

深い内省による人間形成を求め、世界平和のための国際協調を訴える新渡戸から「大き

な感化と影響」を受けたことは知っておりました。また、南原が、新渡戸の影響の下に

内省に内省を重ねた末に、内村鑑三との出会いとキリスト教信仰とに導かれたこと、そ

の意味で、新渡戸はキリスト者南原の誕生の機縁を作った存在であったことも私にとっ

ては既知のことに属しておりました。

　しかし、私自身が思想史家だということもあって、こうした人間的な関係とは別に、

もう少し思想的な意味で南原が新渡戸から継承したものはないかを探ってみたいと思う

ようになりました。そんなことを感じていた折に、偶然と言えばまったくの偶然に、そ

の問題に積極的に取り組む機会に恵まれました。日本、韓国、中国、台湾の政治思想史

家を招聘してこの九月に私の勤務先である成蹊大学で開催される国際学会で、南原の「愛

国的ナショナリズム論」について報告するよう要請されたことがそれでした。私は、こ

の機会に、南原の「愛国的ナショナリズム論」の思想的淵源の少なくとも一つが、南原

が慣れ親しんだ新渡戸、そして内村の思索のなかにあるのではないかというかねてから

立てていた仮説を検証してみたいと考えたからです。

　こうした観点から、新渡戸、内村の著作を読み返すことを通して、私は自分の仮説が

決して的外れではないことを確信するようになりました。南原は、愛国心や愛国主義に

ついて論じる際に、新渡戸や内村と殆ど選ぶところのない考え方に立っていることが解

ったからです。例えば、「われわれは民族と国家それ自体の絶対的価値ではなく、国家

の価値を、正義を主張しなければならない」として、国家が備えるべき価値を「正義」

に求め、「正義」価値を満たした国家だけを愛するに値するものとみなした南原の「愛

加
か と う

藤　節
たかし

（成蹊学園専務理事）
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国的ナショナリズム論」は、「正義人道に適うことを重んずるのが真の愛国心」である

とした新渡戸、そして、「私は日本を正義において世界第一の国となさんと欲する」と

した内村の観点のリフレインであると言えるからです。その意味で、特にカントとフィ

ヒテとの哲学に依拠しつつ理論的に構築された南原の「愛国的ナショナリズム論」の理

論化に先立つ想像力の源泉は、新渡戸の、また内村の思想にあったと言ってよく、その

点で、南原は、愛国心や愛国主義に関する思想において二人の師に極めて忠実であった

と言っていいのではないかと思います。その点をもう少し厳密に検証しながら、それを、

東日本大震災の後、あるべき国の姿が問われているこの国の進むべき途の構想に生かす

ことができればといったことを考える昨今です。
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新渡戸・南原賞

新渡戸・南原賞を受賞して

　はからずも7回目の新渡戸・南原賞を受賞し、たいへん感激している。私は長年、北

海道大学農学部で農業経済学の教育研究に携わってきたものであり、南原繁はもとより

新渡戸稲造の専門的研究者ではない。そうした私が偉大な両先生を記念した賞の対象に

なったことについては正直、戸惑いと内心忸怩たるものがあった。

　新渡戸稲造は私の祖父（三島常磐）と札幌で同時代を生きてきた。とくに新渡戸が札

幌農学校教授であった明治20年代後半には札幌独立基督教会を通じて親交があり、札

幌遠友夜学校の創設と運営にも協力したようだ。

　遠友夜学校は明治27年、新渡戸稲造・メアリー夫妻によって、札幌の豊平橋付近（南）

４東４）に創設された。この当時、札幌には貧困や家庭環境から義務教育の機会に恵ま

れない子どもや大人がたくさんいた。そうした貧民子弟や晩学者を対象とした教育施設

として、新渡戸夫妻が私財を投じて設立したのが遠友夜学校である。教師は札幌農学校

の学生がボランティアで担当し、生徒からは授業料をとらなかった。

　この学校は初等部（小学校）・中等部（中学校）を擁し、昭和19年に閉校になるまで

の50年間、札幌農学校から発展した北海道帝国大学の学生・教員、および独立教会の

信徒らによって支えられ、数千名の生徒に学ぶ場を提供してきた。

　私はこの小さな学校の独特な教育目標に注目してきた。それは慈愛に満ちた人間をつ

くる教育と、社会で生きるうえで不可欠な実学（役に立つ知識）の二つである。こうし

た教育は現代の学校教育からは失われている。競争万能社会とあまりにも豊かな物質文

明が、他人に対してやさしくたくましい人間をつくるという、教育理念を遠ざけてきた

ともいえる。

　私は北大の先輩らのお手伝いをして今から10数年前に札幌遠友夜学校創立百周年記

念事業を行い、北海道新聞社から『思い出の遠友夜学校』を出版した。また北大キャン

パス・ポプラ並木入口にある新渡戸稲造顕彰碑の建立のお手伝いもした。その他、北大

在職中の新渡戸「武士道」のゼミナールの実践が評価されて、新渡戸・南原賞の平成

22年度対象者に推薦されたのだが、見てわかるとおりこれらの仕事はすべて私ひとり

の力でできたものではない。いうならばクラーク・新渡戸・内村鑑三らが作り上げた北

三島　徳三
（北海道大学名誉教授）
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大の人格教育と民主主義の伝統が、この高貴な賞に結実したと考えている。
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⑴　研究助成
〈一般助成〉
　90名の申込者の中から、独創性豊かな基礎研究を重視し、次の13名の方々に助成しました。

（受付順・敬称略）

研 究 者 研　究　テ　ー　マ 助成金額

1
北海道大学大学院農学研究院
　准教授　石塚　　敏
（他共同研究者1名）

多剤耐性菌が産生するアシルホモセリンラクトン類によ

る腸管粘膜の炎症惹起機構 100万円

2
北海道大学大学院歯学研究科
　助　教　菊入　　崇
（他共同研究者1名）

ビスホスフォスフォネート系薬剤関連顎骨壊死における

免疫細胞の関与について 100万円

3
北海道大学病院歯科診療センター
　助　教　日下部豊寿
（他共同研究者2名）

高齢化社会に向けて歯周病患者に対する歯科矯正治療か

らのアプローチ 100万円

4
北海道大学大学院医学研究科
　助　教　奥村　文彦
　

胎性幹細胞におけるユビキチンリガーゼTRIM8の機能の

解明 100万円

5
北海道大学大学院水産科学研究院
　講　師　清水　宗敬
（他共同研究者3名）

サクラマス群における海水適応能の発達と未発達の分子

基盤 100万円

6
北海道大学大学院水産科学研究院
　准教授　中川　　聡
　

北海道沿岸域に眠る莫大な微生物資源を開拓する：共生

微生物の網羅的獲得への展開 100万円

7
北海道薬科大学薬理学分野
　教　授　佐藤　久美
　

AMPK活性化剤によるTNF-α誘導性インスリン抵抗性の

改善作用機序 100万円

8
北海道大学病院皮膚科
　講　師　阿部理一郎
　

重症薬疹モデルマウスの作成および疾患発症機序の解明
100万円

9

北海道大学遺伝子病制御研究所
　教　授　野口　昌幸
（他共同研究者1名）

人類最多の染色体異常21トリソミーによるダウン症発

症

分子メカニズムの解明

100万円

10
旭川医科大学医学部
　教　授　鈴木　　裕
（他共同研究者1名）

Caポンプ作動機構：リン酸化中間体構造変化によるCa

放出路開口のエネルギー変換 100万円

11
旭川医科大学医学部	
　講　師　長岡　泰司
（他共同研究者2名）

2	型糖尿病網膜症におけるアディポサイトカインの網膜

循環への影響 100万円

₂．助成事業
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研 究 者 研　究　テ　ー　マ 助成金額

12

札幌医科大学医学部
　教　授　藤宮　峯子
（他共同研究者2名）

自己骨髄間葉系幹細胞を用いた糖尿病合併症の治療戦略

と本学CPCにおける臨床応用 100万円

13

酪農学園大学獣医学部
　准教授　樋口　豪紀
（他共同研究者2名）	

ウシに対する高度感染性微生物の効果的制圧技術の確立

と乳房炎防除への応用 100万円

※所属・役職等は申込み時のものです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(13件：1,300万円)

〈奨励助成〉
　51名の申込者の中から、独創性豊かな基礎研究を重視し、次の19名の方々に助成しました。
　	 （受付順・敬称略）

研 究 者 研　究　テ　ー　マ 助成金額

1
北海道大学大学院獣医学研究科
　助　教　市居　　修
　

泌尿器免疫機構の破綻がもたらす病態の解明―尿管炎・

水腎症モデルの病因解析― 50万円

2
産業技研ゲノムファクトリー部門
　特別研究員　川島　永子
　

糖鎖相互作用を利用した神経膠腫の増殖・浸潤能の制御

法 50万円

3
北海道大学大学院医学研究科
　助　教　吉田　隆行
　

幼若期ストレスによる情動障害に関わるモノアミン/コ

リン作働性神経系の分子基盤 50万円

4
北海道大学大学院医学研究科
　医　員　加瀬　　諭
　

網膜芽細胞腫における分子シャペロンαークリスタリン

を標的とした細胞増殖制御 50万円

5
札幌医科大学医学部
　助　教　久野　篤史
　

心臓のストレス応答へのエピジェネティックスおよび

SIRT1の寄与に関する基盤研究 50万円

6
札幌医科大学医学部がん研究所
　助　教　鹿島　理沙
　

p53ファミリーキメラ遺伝子による新規がん治療法の開

発 50万円

7
札幌医科大学医学部
　博士研究員　塚原　智英
　

ヒト骨肉腫抗原PBFによる肉腫増殖・器官発達制御機構

の解明 50万円

8
北海道大学大学院理学研究院
　助　教　大宮　寛久
　

銅触媒による分子内アルケンアミノ化反応を利用したア

ザ糖合成 50万円
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研 究 者 研　究　テ　ー　マ 贈呈額

9
北海道大学大学院理学研究院
　助　教　高畑　信也
　

ヒストンシャペロンFACTによる転写制御とそれに伴な

う細胞周期制御機構の解析 50万円

10
北海道大学大学院薬学研究院
　助　教　齋藤　有紀
　

アルツハイマー病およびてんかん併発の分子基盤解明
50万円

11
北海道大学大学院医学研究科
　講　師　押海　裕之
　

C型肝炎ウィルス等を認識しI型インターフェロンを誘導

する新たな分子機構の解明 50万円

12
農・食産総研北海道農業研究センター

　研究員　染谷　信孝

広範囲スペクトラム抗菌物質生合成遺伝子群を保有する

細胞株の探索 50万円

13
北海道大学大学院獣医学研究科
　准教授　山盛　徹
　

DNA塩基除去修復酵素APエンドヌクレアーゼ1の細胞内

局在調節機能の解明 50万円

14
北海道大学大学院獣医学研究科
　助　教　安井　博宣
　

固形腫瘍内酸素濃度の非侵襲的定量化による放射線治療

効果のダイナミック解析 50万円

15
北海道大学大学院獣医学研究科
　助　教　村田　史郎
　

野鳥におけるマレック病ウィルスの分布調査
50万円

16
北海道大学大学院医学研究科
　特任助教　安東　頼子
　

光による遺伝子発現制御と生物時計研究への応用
50万円

17
北海道大学病院皮膚科
　医　員　氏家　英之
　

新規類天疱瘡マウスモデルにおける免疫応答メカニズム

の解析 50万円

18
北海道大学大学院先端生命科学研究院
　学術研究員　松本　幸久
　

訓練の間隔に依存して形成される記憶とその神経・分子

機構の解明 50万円

19
帯広畜産大学畜産衛生学研究部門
　助　教　白砂　孔明
　

次世代高泌乳牛の卵巣機能・繁殖性向上戦略：遺伝特性

解明による食の安定確保への挑戦 50万円

※所属・役職は応募時のものです	 （19件：950万円）
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⑵　社会貢献活動助成
　北海道に本部拠点を有するＮＰＯ法人・民間非営利組織・市民活動団体などについて、52件の応募団体
の中から次の10件に助成をしました。
	 （受付順・敬称略）

受 領 団 体 代表者 応 募 事 業 名 助成金額

1
強制連行・強制労働犠牲者を
考える北海道フォーラム

殿平　善彦
強制連行犠牲者の遺骨発掘と追
悼を通して東アジアに和解を育
てる

50万円

2 チャイルドライン	はこだて 小林恵美子 子どもの心の声を聴く研修 33万円

3 エコビレッジライフ体験塾 坂本　純科 エコビレッジライフ体験塾	開催 50万円

4
ＮＰＯ法人	「飛んでけ！車いす」	

の会
柳生　一自

「車いすの輪を作ろう」海外車い
す送付団体とのネットワーキン
グと人材育成事業

50万円

5
特定非営利活動法人	レター・	
ポスト・フレンド相談ネット
ワーク

田中　　敦
北海道ひきこもり支援ハンド
ブック作成事業

50万円

6 旭川LD親の会	ぷりずむ 児島　　恵
発達障害を持つ子のための学習
とスポーツマネージメントプロ
グラム

50万円

7
北海道スローフード

フレンズ帯広
湯浅　優子

楽しく美味しく、親子で地域食・
農体験隊～幸せはあなたの足元
に！～

50万円

8 特定非営利活動法人	めむの杜 小寺　卓矢
個性を尊重し、共によりよく生き

る地域づくり事業
50万円

9 旭川障害者スポーツ振興支援会 増田　修一
新しいアダプテットスポーツ（車
いす野球・フロアスレッジホッ
ケー）の創設

50万円

10 北海道自然史研究会 保田　信紀 北海道内の自然史研究情報の集
積とネットワークづくり 45万円

※団体名、代表者は応募時のものです	 （10件：478万円）
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　北海道発の新しい公共の担い手（社会起業家）の育成を目的として、分野横断的な課題に対してネットワー
クを形成し、解決に取りくむプロジェクトの支援。主眼は人材育成、ネットワーク構築。
継続(平成20年度～22年度)

テ 　 　 ー 　 　 マ 代 表 者 助成金額

1 健康自給率向上の実技市民講座 丸山　淳士 220万円

2
持続可能な地域社会形成に向けての新たな公的事業活動

システムのあり方についての調査研究事業
小磯　修二 250万円

3
民間企業と生産者による継続可能な特産品ブランド化計画

－ 3年かけて作り上げるビジネスモデル－
山口真佐美 124万円

4
十勝農業イノベーションフォーラム十勝の大地が地球を守る

～農地土壌への炭素蓄積による地球温暖化防止と地力増進～
鈴木　善人 135万円

5
日本列島の原生的森林において、伐採・環境攪乱が森林生態系

及び生物多様性に及ぼす影響評価
河野　昭一 250万円

6 世界先住民族ネットワークＡＩＮＵ 萱野　志朗 250万円

₃．ネットワーク形成事業

（6件：1,229万円）
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　平成22年9月8日、札幌プリンスホテルにおいて、

青山学院大学名誉教授片桐一男先生を講師にお迎えし、

「幕末・維新、いのちを支えた先駆者の軌跡　～松本

順と「愛生舘」事業～」という演題で、お話をしてい

ただきました。

◆講演要旨（講演レジュメより）

　幕末から維新、激動の時代、新国家の建設を支えるのは日本人自身。新政府の制度整

備、努力にもかかわらず、間に合わない。病気は待ってくれない。

　日本人の “いのち” を支え、国家を支えなければならない。国家として、どうするか。

置かれた社会に生きる個人として、どうすべきか。これは、時空を超えた命題である。

Ⅰ．松本　順

〈生い立ち〉

　佐倉藩蘭方医・佐藤泰然の第二子に生れた良順（幼名　順之助）、父と林洞海と坪井

信道らに蘭学を学ぶ。

　その良順を、幕府の医官・松本良甫が養子に迎えたいと目をつける。が、幕府医学館

の多紀氏、漢方医学の試験を受けなければ認められない、という。

　二か月の猛勉強、漢方医学の難題、並みいる試験官のまえで、見事及第。松本家をつ

ぎ、幕府に出仕。

〈長崎医学伝習〉

　幕命を得て、長崎に赴き、第二次長崎海軍伝習派遣教師団のオランダ軍医ポンペに就

学。組織的に医学を、殊に衛生学を学ぶ。

　初対面の良順をみて、ポンペは、「彼が、非常に怜悧で特別の基礎知識を有し、日本

人の希望が自分の推定しているより甚だ大なることを、彼において見い出した」といっ

ている。

　臨床医学を体得。長崎に日本最初の洋式近代病院・養生所を設立。コレラを体験、屍

体解剖、娼妓に対する検黴も行った。

片桐一男先生

₄．講演会
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〈医学所頭取、将軍侍医〉

　帰府。医学所頭取に任じ、医学教育の改革に当たる。

　家茂将軍、良順を身辺から離さない。将軍慶喜の侍医ともなった。

〈戊辰の役、蘭畴医院〉

　戊辰の役では幕軍につき、東北に従軍、会津日新館を病院として治療に従事。請われ

て、医学・治療の講義。口授を筆記した「療痍略法」が伝わるというが、未見。

　スネルのホルカン号で横浜に密行、捕縛され、江戸へ護送、加賀邸に幽囚の身となる。

　赦免、釈放の後、早稲田に、洋式私立病院蘭畴医院を設立。

〈初代、陸軍軍医総監〉

　山県有朋の来訪、懇請をうけて、兵部省病院に出仕。蘭畴医院は陸軍省に借り上げら

れる。

　軍医頭となり、徴兵の選兵規準作りに当たる。従五位、順と改名。次いで、陸軍軍医

総監（初代）となり、陸軍本病院出仕、正五位。

　陸軍馬医監、兼任。陸軍本病院長、病馬院長。

　西南の役により、勲二等旭日重光章。

〈隠居後──官〉

　48歳の明治12年（1879）誕生月に隠居。

　ただし、陸軍への出仕は続く。

•中央衛生会議員（12年、48歳）

•日本薬局方編纂委員（14年、50歳）

•貴族院勅選議員（23年、59歳）

•正四位（26年、62歳）

•退役（35年、71歳）

•男爵、従三位勲一等瑞宝章（38年、74歳）

〈隠居後──民〉

• 守田勘弥を援助、劇界に貢献（13年、49歳）

•大磯に海水浴場開設（18年、54歳）

•愛生舘設立、顧問（21年、57歳）

•民間治療・衛生書続々

•大磯へ隠退（25年、61歳）

•古稀宴（35年、71歳）

•自伝発表
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Ⅱ．「愛生舘」事業

• 江戸に生れる（天保 8、1837）

• 幕府御用達、諸藩出入り

•常陸、志筑藩本堂家要職、鎌田七郎の義父子。

•鎌田の身の潔白を示すため左腕を断ち、藩侯に献ず

•神道・仏道　大同一致策

•愛生舘設立、館主（21年、51歳）

•松本順口述の民間治療・衛生書の筆記・公刊

•災害援助

•没（26年、56歳）

〈「愛生舘」事業〉

1 ．松本順処方36方（輸入洋薬）による売薬販売

　　人の治療に対する33方	

　　牛馬犬猫羊豚の病に対する３方

2．松本順口述の民間治療書・衛生書の刊行・普及

3． 1と 2を合わせて、次のことをねらう。

•山間・海辺の僻邑にいたるまで、すべての人が自身で薬物治療が行えるように。

•衛生思想の普及と、その具体的実践指示によって、病を回避し、すべての人を長寿に

　導く。

Ⅲ．まとめ──学んで、生かす道──

• 「愛生舘」事業の狙い、展開、成果

•人間　松本順の生き方

◆講師略歴

片　桐　一　男（かたぎり　かずお）

経歴
1977　青山学院大学　文学部　助教授
1981　青山学院大学　文学部　教授
1983　文学博士（青山学院大学）
1989　鷹見家資料学術調査団長
1993　古河歴史博物館　顧問
1994　	青山学院大学総合研究所	

人文学系研究センター　室長
2003　青山学院大学　名誉教授

受賞
1985　青山学院　学術褒賞（青山学院）
1986　第八回　角川源義賞（角川文化振興財団）

学会
日本海事史学会　理事
日本医史学会　評議員
財団法人　日蘭学会　評議員
財団法人　日本海事科学振興財団　評議員
洋学史研究会　会長
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主要著書
1971　『杉田玄白』（「人物叢書」吉川弘文館）
1985　	『阿蘭陀通詞の研究』（吉川弘文館、角川源義賞）
1989　	『杉田玄白と『解体新書』・緒方洪庵』（ぎょうせい）
1991　『シーボルト』（ぎょうせい）
1993　『蘭学、その江戸と北陸』（思文閣出版）
1995　	『阿蘭陀通詞今村源右衛門英生』（「丸善ライブラリー」丸善）
1997　	『蘭学事始とその時代』（「ＮＨＫ文化セミナー・歴史に学ぶ」日本放送出版協会）
1997　『未刊蘭学資料の書誌的研究』（ゆまに書房）
1997　『開かれた鎖国』（「講談社現代新書」講談社）
1998　『阿蘭陀宿海老屋の研究』（思文閣出版）
1998　	『京のオランダ人』（「歴史文化ライブラリー」吉川弘文館）
2000　	『杉田玄白　蘭学事始』（「講談社学術文庫」講談社）
2000　	『江戸の蘭方医学事始』（「丸善ライブラリー」丸善）
2000　	『江戸のオランダ人』（「中公新書」中央公論新社）
2000　『出島』（「集英社新書」集英社）
2003　	『レフィスゾーン江戸参府日記』（「新異国叢書」雄松堂出版）
2003　『平成蘭学事始』（智書房）
2004　『カピタンの江戸参府』（雄松堂出版）
2006　	『未刊蘭学資料の書誌的研究Ⅱ』（ゆまに書房）
2007　『阿蘭陀宿長崎屋の史料研究』（雄松堂出版）
2008　	『それでも江戸は鎖国だったのか』（「歴史文化ライブラリー」吉川弘文館）
ほか多数
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　秋山記念生命科学振興財団の平成22年度助成金贈呈式が、平成22年 9 月8日、来賓

多数ご出席の中、札幌プリンスホテルで開催されました。

　本日は、多数のご来賓のご臨席を賜り、

またお手伝いに（株）スズケン様から社

員の皆様に駆けつけて頂き、秋山記念生

命科学振興財団「平成22年度贈呈式」

を開催出来ますことは、大変光栄に存じ

感謝申し上げる次第でございます。

　秋山財団は昭和62年1月に設立以来、

今年で24年目を迎えました。地域・民間・

助成財団として自主・自立の原点を踏ま

え、お陰様でこの間、総額約7億500万円、

1,024件の助成を行う事が出来ました。

本日お集まりになりました皆様はじめ、

これまで当財団に寄せられましたご指

導・ご支援に対して、あらためて心から

御礼を申し上げる次第です。

　さて、本年度の研究助成は、北海道大

学の伴戸久徳先生を委員長とされます

15名の選考委員に、社会貢献活動助成

は社会福祉法人つばめ福祉会理事長の栗

原清昭先生を選考委員長とされます6名

の選考委員によりまして厳正且つ公正に

審議されました結果、合計32名の方々

と10団体に決まりました。

「秋山財団賞」は、北海道大学北方生物

圏フィールド科学センターの上田宏教授

が受賞されました。

実質的には昨年から引き継ぎました第7

回「新渡戸・南原賞」は、三島徳三先生

と加藤節先生が受賞されました。

一昨年からの新規事業「ネットワーク形

成事業」は6件が継続活動中で、うち5

件が今年度最終の3年目を迎えます。来

年度は公募を行い、新たなテーマ設定で

第2期スタートの予定です。

　本日ここに、受賞されました皆様方に

心からお祝いを申し上げますとともに、

当財団の志をお汲み取り頂き、今後とも

健康にご留意されまして、引き続き一層

のご研鑽を祈念申し上げます。

　この場で秋山財団の運営について現状

挨　拶

財団法人秋山記念生命科学振興財団理事長

秋山　孝二

₅．贈呈式
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を若干ご報告申し上げ、ご挨拶と致しま

す。

　1つ目は、昨年12月から、当財団は新

しい公益法人改革関連三法の下、「公益

財団法人」という法人格として、新たに

スタートをしています。「民が担う新し

い公共」の持続的活動として、確実な財

政基盤を充実しつつ、なお一層研鑽を重

ねて努力して参る所存です。

　2つ目は、これまでの活動を評価して

頂き、一昨年はベラルーシ大使ご夫妻、

昨年は中華人民共和国政府・中央編制委

員会研修団20名の皆さまのご訪問を頂

きました。それぞれ率直な意見交換は、

私どもの今後にも貴重な提言が多々あり、

大変有意義なひと時でした。

　3つ目は、来年、秋山財団設立25周年

を迎えるにあたり、今年度から「記念事

業」を推進しています。先ほどの記念講

演会はその第一弾であり、この財団の原

点であります「『愛生舘事業』の志」を

再度確認する意図で開催致しました。今

後はこれに続く資料・書籍の収集・調査

研究、資料室の整備等も検討して参るつ

もりです。

　以上ご報告しました様に、当財団は一

歩一歩ではありますが、皆さま方の率直

なご意見・ご提言に耳を傾け、スピード

感をもった活動に心がけると同時に、財

団の初心である「生命科学（いのち）の

視座」を忘れることなく、着実に前進し

て参りたいと思っています。

　本日ご列席の皆様には日頃のご支援ご

厚誼に感謝致しますと共に、引き続きな

お一層のご厚情を賜りますようにお願い

申し上げて、私のご挨拶と致します。
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　受賞者の皆様、まことにおめでとうご

ざいます。

　また、秋山理事長はじめ財団に関係す

る皆様の生命科学振興のための御尽力に

心より感謝申し上げます。

　秋山記念生命科学振興財団は昭和62

年に設立されて以来、「北海道の学術の

振興発展」「道民の健康と福祉の向上」

それに「北海道の地域国際化の促進」を

目的に、北海道における生命科学の研究

者に対して助成等を行っていただいてお

ります。

　「ライフ・イノベーション」が、先日

閣議決定されました「新成長戦略」にお

ける成長分野の一つになるなど、生命科

学は我が国の重点科学研究分野となって

おります。財団設立に携わった方々の先

見性に敬意を表したいと思います。

　特に、若手研究者の基礎研究を奨励す

ることに大きな特徴をもった本財団の見

識に敬意を表しますとともに、経済不況

や低金利といった時代の変化にあっても

基本財産の充実とその効率的運用により

毎年多額の助成を続けてこられたことに

対して、多くの研究者を抱える組織の代

表者として厚く御礼申し上げます。

　さて、本年財団賞を受けられた北海道

大学　上田　宏先生は、水産増殖学にお

ける第一人者であり、長年にわたる研究

のご努力に敬意を表しますとともに、心

よりお祝い申し上げます。今後、益々の

ご発展を祈念いたします。

　また、この度は一般助成に13名、奨

励助成に19名、社会貢献活動助成に10

名の方々が助成金を受けられることにな

っていますが、それらの方々にも心から

お祝いを申し上げたいと思います。これ

ら中堅および若手研究者に対する研究助

成をすることも当財団の重要な方針と伺

っていますが、研究者の方々におかれま

しては、これを励みに良い成果を挙げて

いただきたいものですし、それが当財団

に対する恩返しと思ってもよいかと思い

ます。

　最後になりましたが、研究の推進、人

材の育成、国際交流、地域貢献等を使命

として設立されている秋山記念生命科学

振興財団が、今後とも北海道において生

命科学に関する研究を奨励されていかれ

ますことを御祈念申し上げ、私の祝辞と

させていただきます。

祝　辞

北海道大学　総長

佐伯　　浩
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　今回は第7回新渡戸・南原賞となりま

すが、昨年度から秋山財団のご支援をい

ただいております。新渡戸・南原基金は

2004年に創設された賞で、国際平和と

教育に力を注いだ新渡戸稲造、南原繁の

精神を受け継ぎ、次世代の育成に努めた

方に贈られます。

　新渡戸稲造は、第一高等学校の校長と

して将来の日本の指導者となる青年の人

格形成に多大な感化を及ぼし、東京女子

大学初代学長として女子教育の振興にも

努め、さらに『多くの著作を通じて広く

大衆に影響を与えた偉大な教育者であり

ました。

　南原繁は第一高等学校で新渡戸校長か

ら感化を受け、戦後は東京大学総長とし

て、敗戦によって虚脱状態にあった国民

に日本の再生を力強く訴えるとともに、

教育刷新委員会委員長として教育基本法

の策定に中心的な役割を果たしました。

　この二人に共通することは、教育に無

上の価値を置いたことと国際平和に尽力

したことです。その二人の精神を次の世

代に伝えることに尽力されている方を表

彰するのがこの賞の趣旨でございます。

　基金には8名の運営委員がおりますが、

この委員からの推薦、過去の受賞者から

合計15名のご推薦をいただきました。

　厳正な選考の結果、お一人目は北海道

大学名誉教授の三島徳三先生となりまし

た。先生は北大在職中に札幌遠友夜学校

創立百年記念事業、新渡戸稲造顕彰碑建

立事業に関わり、自らも北大の1年目学

生を対象とした武士道ゼミを主宰なさい

ました。

　もうお一方は成蹊学園専務理事加藤節

先生となりました。加藤先生は南原繁の

精神の真髄を受けて、『南原繁著作集』

の編集の際は編者丸山眞男・福田歓一の

助手を務められました。また、2008年

から南原繁研究会代表として、毎月の読

書会、1年に1回のシンポジウムで活動

してらっしゃいます。

　このような観点から第7回新渡戸・南

原賞はこのお二方に決まりました。以上

簡単ではありますが、選考経過のご報告

をいたしました。今後ともご支援をお願

いいたします。

新渡戸・南原賞選考経過報告

新渡戸・南原基金　代表

鴨下　重彦
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選考経過報告

研究助成選考委員長
北海道大学大学院農学研究院　教授

伴戸　久徳

　本年度の選考委員長をおおせつかりま

した北海道大学大学院農学研究院の伴戸

です。

　選考委員会を代表いたしまして本年度

の秋山財団賞と研究助成に関する選考経

過の概要についてご報告申し上げます。

　まず、北海道において生命科学の基礎

的研究の進歩 ･発展に顕著な業績をあげ

られた研究者に贈る秋山財団賞でありま

すが、本年度5件の推薦がありました。

　何れもすばらしい業績を挙げられたか

たがたで有りましたが、財団賞の趣旨等

を踏まえ、選考委員会において慎重に選

考を行いました結果、北海道大学北方生

物圏フィールド科学センターの上田宏先

生を本年度の秋山財団賞の受賞者に推薦

することになりました。

　上田先生は、北海道大学大学院水産学

研究科をご卒業後、岡崎国立共同研究機

構基礎生物学研究所や米国ウースター実

験生物学研究所、そして米国国立衛生研

究所（NIH）などで研鑽を積まれました。

1991年に母校の洞爺湖臨湖実験所に赴

任されてから洞爺湖という地の利を活か

して「サケの母川記銘・回帰機構」の解

明に挑まれました。そして、主に北海道

のサケ類を研究対象として、数々の最新

手法を取り入れた多角的研究を精力的に

展開され、これまでに世界的に高く評価

される数多くの優れた研究成果をあげて

おられます。このようなことから、研究

助成選考委員会と致しましても、上田先

生の輝かしいご業績に敬意を表しますと

ともに高く評価しいたしまして、今回の

秋山財団賞の受賞者にご推薦申し上げた

次第で御座います。

　次に生命科学の基礎研究を対象とする

研究助成でございます。これには一般助

成と40歳未満の若い研究者を対象とし

た奨励助成の2種類がございますが、本

年度は一般に90件、奨励には51件と大

変に多くの申込がありました。

　選考にあたりましては、生命科学分野

において基礎的に重要な課題であること、

萌芽的研究であること、国際的に高い水

準の研究であること、独創性が高く、地

域的特色があることなど、秋山財団の研

究助成にふさわしい研究であることとい

う観点から慎重に審査いたしました。

　その結果、一般助成は13件、奨励助

成は19件、合計32件を採択いたしまし

た。採択率は一般が14％、奨励が37％

となっており、奨励助成の採択率が高く

なっております。これは、一般助成の申

込が昨年度に比べて13件増えたことに

加えて、なるべく若い研究者を支援した

いという秋山財団の基本方針に従った結

果であります。また、多くの研究分野や
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研究機関から申込がありましたが、分野

別、機関別の採択の分布はバランスのと

れたものになったと思っております。

　助成を受けられました諸先生方の研究

はいずれも評価が高く、今後ますますの

ご発展をご期待申し上げるとともに、心

からお祝い申し上げます。

　最後になりましたが、一昨年来の厳し

い経済状況の中、北海道における生命科

学の基礎的研究の振興のためにご尽力い

ただいております秋山理事長を始め、関

係者の方々に、改めてお礼を申し上げた

いと思います。

　これをもちまして、研究助成選考委員

会としての報告を終わらせて頂きます。
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社会貢献活動助成選考経過報告

社会貢献活動助成選考委員長

栗原　清昭

　本年度の社会貢献活動助成選考委員長

をおおせつかりました栗原でございます。

　選考委員会を代表いたしまして、本年

度の社会貢献活動助成に関する選考過程

の概要についてご報告申し上げます。

　本年度より秋の追加公募をとりやめ春

期のみの公募といたしました。その結果、

５２件の応募がありました。分野別では

「共生社会」１８件、「環境保全」１１

件「まちづくり」７件、「食農実践」６

件でした。選考委員６名体制で６名全員

が全ての応募案件を審査する方法をとり、

最終的に全委員出席による審議に基づい

て選考をおこないました。

　評価のポイントは新しい公共の担い手

育成のための事業であり、かつ萌芽的な

事業であること、「いのち」に関連した

事業であること、が挙げられます。慎重

な審査の結果、全１０件の事業を採択い

たしました。採択率は応募総数の１９％

で、これはほぼ例年の採択率の範囲には

いります。

　採択の内訳は「共生社会」５件、「食

農実践」３件、「環境保全」１件、「まち

づくり」１件という結果となりました。

　最後になりますが、北海道における新

たな公共の担い手育成のためにご尽力い

ただいております秋山財団関係者の皆様

に感謝申し上げ、社会貢献活動助成委員

会の選考委員会報告とさせていただきま

す。ありがとうございました。
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　⑴  刊行物の発行

　　　　次の資料を発刊し、関係各部に配布した。

　　　ア．秋山財団年報VOL.23・平成21年度（350部）

　　　イ．秋山財団ブックレット第19号

　　　　　「「幕末・維新、いのちを支えた先駆者の軌跡　～松本順と「愛生舘」事業～」」

　　　　　(1000部 )

　　　　　( 平成22年度贈呈式で行った青山学院大学名誉教授片桐一男先生の講演録 )

　⑵  施設の維持管理
　　　	　施設を財団事務局の業務に恒常的に使用する他に、有効活用のための保守整備

に努め、また長期修繕・保守に関する計画書を作成する。

　⑶  情報化体制整備

　　　	　各種の助成公募の利便性を高めるために必要書類のダウンロードを整備すると

ともに、積極的な情報開示を行った。

₆．その他の事業
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平成22年度

秋山財団賞・助成金贈呈式
（平成22年 9 月8日　札幌プリンスホテル）

▲贈呈式  理事長挨拶 ▲新渡戸・南原基金 鴨下代表の選考経過報告

▲特別講演会場風景 ▲特別講演会場風景

▲講演会  片桐一男先生 ▲講演会座長  萱場利通先生

《講演会・贈呈式》



▲助成金贈呈

▲祝辞  佐伯浩北海道大学総長▲助成金贈呈

▲伴戸研究助成選考委員長の選考経過報告 ▲栗原社会貢献活動助成選考委員長の選考経過報告

▲秋山財団賞の贈呈



▲秋山財団賞受賞記念講演  上田宏先生

▲祝賀会  金川弘司理事の祝杯スピーチ

▲秋山財団賞受賞記念講演座長  大塚榮子先生

▲秋山財団賞受賞記念講演の様子

▲祝賀会ご出席の方々 ▲祝賀会ご出席の方々



▲祝賀会ご出席の方々

▲秋山財団賞を受けられた上田宏先生と奥様

▲研究助成一般を受けられた北海道大学大学院
　水産科学研究院中川聡先生のスピーチ

▲社会貢献活動助成・ネットワーク
　　　　　 形成事業受領者の展示ブース

▲研究助成奨励を受けられた札幌医科大学医学部
　附属がん研究所の鹿島理沙先生のスピーチ

▲社会貢献活動助成を受けられたエコビレッジ
　代表の坂本純科さんのスピーチ



第₃章　研究助成金受領者からのメッセージ

《平成22年度一般助成》

1  石塚　　敏　　　　 2  菊入　　崇　　　　 3  日下部豊寿

4  奥村　文彦　　　　 5  清水　崇高　　　　 6  中川　　聡

7  佐藤　久美　　　　 8  阿部理一郎　　　　 9  野口　昌幸

10 鈴木　　裕　　　　11 長岡　泰治　　　　12 藤宮　峯子

13 樋口　豪紀　　　　

《平成22年度奨励助成》

1  市居　　修　　　　 2  川島　永子　　　　 3  吉田　隆行

4  加瀬　　諭　　　　 5  久野　篤史　　　　 6  鹿島　理沙

7  塚原　智英　　　　 8  大宮　寛久　　　　 9  高畑　信也

10 齋藤　有紀　　　　11 押海　裕之　　　　12 染谷　信孝

13 山盛　　徹　　　　14 安井　博宣　　　　15 村田　史郎

16 安藤　頼子　　　　17 氏家　英之　　　　18 松本　幸久

19 白砂　孔明

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔受付順・敬称略〕
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大学教員の仕事とは？

 石塚　敏（北海道大学大学院農学研究院　准教授）

　実験研究を主体とする研究室にいるの

で、学生や院生と研究のことについてあ

れこれやり取りして今後の方向を決める

のは日常のこと。実際に手を動かして実

験するのは学生さんの役目だが、自分で

も邪魔にならない程度にお手伝いをする。

自分があまり出しゃばると、時として学

生さんの邪魔をしてしまう場合もあって

我ながらがっくりすることも多い。

　研究者の評価は最近ではかなり多様化

したというが、その中でも原著論文は依

然として重要な評価対象である。修士課

程まできてそれなりに研究が進んでくれ

ば、原著論文を書くためのネタがそろう

ことが多いが、それを英語の原著論文に

までしてくれるヒトは極めて少ないので、

これは教員の仕事。論文をあちこちに投

稿すればするほど、レビューワーの仕事

も増えてくるという悪循環。数が多くな

るとこれも馬鹿にならない仕事である。

　一方で、この時期は大学院や編入試験

がある時期だ。問題の出題や採点はもち

ろん、面接も行うため入試前後にはかな

りの時間を拘束される。それ以外に学会

や研究会、セミナー等は時期を問わず行

われている。講義の無い時期には、空い

た講義室を使って学会が行われる。

　懐に余裕があればコンベンションサー

ビスに丸投げできるが、このような学会

の事務仕事を大学教員がすることは少な

からずある。実際にやってみると実に忙

しく、次々といろいろな問題が出てくる。

段取りが悪いと参加者から即座に文句が

出るので結構大変だ。昨年、とある全国

規模の学会をやり終えたと思ったら、別

の学会開催の依頼が来たので閉口した。

　行政の各種審議会、もちろん学内の

様々な委員会等があり、研究費の申請書

や報告書の作成等も一年を通してある仕

事。最近ではサイエンスカフェやオープ

ンキャンンパスなどのアウトリーチ活動

も増えた。実際のところ、１つ１つは大

した仕事ではないものでも、束になって

かかってくるといつまでたっても終わら

ない。まさに自転車操業である。実験や

研究は大事だけど、それだけではないこ

とを実感する。

　大学はそろそろ夏休みだが、自分を取

り巻く状況は、その語感とはかなり縁遠

い。大学にあまり縁のないうちの親は「夏

休みって大学の先生は暇なんでしょ」な

どと私の神経を逆なですることを平気で

言う。確かに講義は無いが、このような

状況では、自分の「やるべき仕事」が何

なのかよくわからなくなることも時々あ

る。昔の先生はもっと暇だったように思

うのは私だけか？

雑然とした自分のデスクです
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え、マウスの歯の抜歯？

菊入　崇（北海道大学大学院歯学研究科　助教）

　唐突ですが、ビスホスホネート系薬剤

関連顎骨壊死（BRONJ）という病気を

ご存知でしょうか？ BRONJ は、ビスホ

スホネート系薬剤を内服している患者に

発生する特徴的な顎骨壊死症状を呈する

病気で、2003年に初めてアメリカで報

告された比較的新しい病気です。簡単に

説明すると、ビスホスホネート系薬剤を

服用している人が歯を抜くと、傷口が塞

がらず骨が露出して痛みが治まらないと

いう恐ろしい病気です。この病気はとて

も厄介で、一旦発症すれば極めて治りが

悪く、有効な治療法が確立されていませ

ん。ボスが、BRONJ のことを日本の金

太郎飴の様な病気だと例えていました。

壊死した所を除去しても、次から次へと

骨が腐り始めるので際限がないからです。

　2007年、念願だった研究留学生活が

スタートした日、ボスから「BRONJ っ

て知っているか？ BRONJ の発症メカニ

ズムを知りたいから、BRONJ のモデル

マウスを作ってくるか？」と、言われま

した。「イエス」と即答してしまいまし

たが、これがとんでもない難題だという

事が後で判明しました。BRONJ の発症

メカニズムは、幾つかの仮説が提唱され

ていましたが、BRONJ を発症するモデ

ル動物が存在しなかったため、検証のし

ようがなかったのです。当時、どのグルー

プが最初にマウスで骨壊死を発症させる

か競争している段階でした。職業柄、歯

を抜くのは慣れていましたが、マウスの

歯となると全く話は別でした。歯を抜か

ない事には実験にならないのですが、マ

ウスの歯は、ヒトの歯とは比較にならな

いほど小さいため、失敗の連続でした。

尊い数多くマウス犠牲の元、なんとか歯

を抜く事が出来るようになりましたが、

ところが、歯を抜いた全てのマウスが綺

麗に治ってしまうという現実にぶち当

たってしまいました。投薬の濃度や回数

などの条件を変えてみても、すべて失敗。

完全に諦めていた時、幾つかの幸運が重

なって世界で初めてマウスで BRONJ を

発症させることが出来ました。おかげさ

まで、なんとか仕事も一段落し、世界で

一番抜歯が上手い歯科医師として帰国す

る事が出来ました（ただし、マウス限定）。

帰国後も、BRONJ の発症メカニズムの

研究を続けていて、あいかわらずマウス

の歯を抜いています。

マウスの歯、幅2mm 程度
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研究で得たもの！？

日下部　豊寿（北海道大学病院咬合系歯科　助教）

　今回このような機会をいただいたので、

趣旨が少し異なるかも知れませんが、自

分の今までの研究にまつわる話と今の考

えにお付き合いいただきたいと存じます。

　大学卒業後、研修医を経て大学院に入

学したのが、僕の研究歴の始まりです。

となると、研究歴は１７年。月並みな台

詞ですが、時の流れは早いと痛感します。

大学では、研究・教育・臨床の３本柱の

中で研究の占める割合は多くはありませ

んが、研究歴としての時間は確実に過ぎ

てきました。大学院で初めて自分の実験

の結果が出た時は、上手く表現できませ

んが、自分が手を加えた事が生物上に生

じるのだということに、感動というかう

れしかった記憶を今でも思い出せます。

この思いが、今の研究の大変さを打ち負

かしてくれます。大学院時代には、教授、

先輩方、そして後輩に恵まれ、無事期間

内に大学院を卒業できました。

　そして大学院卒業２年後、中高生時代

からの夢であった、留学の機会が訪れま

した。動機は不純かも知れませんが、違

う文化に触れながら生活してみたいとい

うのが一番の理由でした。留学前は、

official な事と private な事が両立できず、

どちらも中途半端で帰国になるので、ど

ちらに力を注ぐか決めた方が良いと薦め

られました。では private に、なんて事

も頭をかすめましたが、欲張りな自分は

両方とも頑張ろうと当時決心しました。

大学で自分のいない分の仕事をしてくれ

ている先輩や後輩に対して、さらに自分

にも裏切りそして後悔したくなかったか

らです。結果は、official な事では目標

に達したものの、自分では納得がいくも

のではありませんでした。private な事

は目標以上で後悔しないくらい十二分で

した。留学はとても貴重な体験でした。

結果論で変な話ですが、留学しなければ

一生後悔していたと思います。留学先に

よっては、大変さはまちまちでしょうが、

苦労をかってでも、人生の中で一時期違

う国で生活することはその後の生活に幅

を持たせると思います。是非後輩達にも

留学してもらい official と private で貴重

な経験をしてもらいたいです。留学先で

は Boss、Lab、そして知り合った方々に

ここでも恵まれ、とても充実した留学生

活が出来ました。今でも渡米の際は、留

学先の先生方や知人と、日本でも当時知

り合った先生方と会っています。自分に

とって一生大切な人達となりました。そ

の中でも永遠の伴侶もこの中の一人です。

2011年3月　San 　Diego(US) での発表時
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ギャンブラー？

奥村　文彦（北海道大学大学院医学研究科医学専攻生化学講座医化学分野　助教）

　一般的に大学を卒業すると22歳くら

いで、その後就職し社会人となる。しか

し多くの研究者は大学院に進学し、再び

授業料を払い学生の身分を得る。例えば

薬学博士だと5年間（修士課程2年、博

士課程3年）、医学博士では4年間を費や

し晴れて学生生活を終了する。私は薬学

修士課程2年間プラス医学博士課程4年

間の計6年を費やした。もう30歳目前で

あった。それなのにまだ定職にもついて

いない。その歳で学割を使えることに抵

抗があったりもした。博士を修得後アメ

リカに3年間留学したので、現在の職を

得たのは31歳であった。同級生に遅れ

ること約10年、ようやくボーナスなる

ものをもらえる身分になった。製薬企業

にでも就職すればもっと安定した生活を

送れることは、製薬企業に就職した友人

の話を聞けば明らかだった。

　研究成果は、昼夜問わずに働けば出る

という代物ではなく、基本的に「一か八

か」の賭けである。賭けに負けた場合、

費やしたお金と時間は全く評価されず、

ただ遊んで過ごしていたかのような評価

を受ける。なぜこんな世界に足を踏み入

れたのか？後悔してもよさそうなものだ

が、いまだに後悔していない。なぜなら

毎日が新鮮で、誰も知らないことを発見

できるチャンスにあふれているからであ

る。多くの研究者にも賛同していただけ

ると思う。世界中の人々が恩恵を受けら

れる医療や科学などに貢献できる成果を

出せば、得られる満足度は計り知れない。

たった一つの発見で世界を変えられる可

能性があるので、人生を賭ける価値があ

る。面白いことに投資したお金や時間は、

得られる成果とは無関係であり、偉大な

発見はいつ得られるかも分からない。毎

日がドキドキである。私は生化学が専門

で Western blotting が主体の研究生活な

ので、たいてい暗室でデータが出る。狭

く暗い暗室が最高の場所である。人生で

一回あるかないかの「ハイリターン」を

夢見て今日もネガティブデータと付き

合っている。

歓送迎会にて。前列左端が筆者。前列中央が畠山鎮次
教授
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　2010年1月末、ある研究所の教授か

らメールをいただいた。「3月にハワー

ド・バーン先生の90歳を記念にしたシ

ンポジウムをカリフォルニア大学バーク

レー校で開催するが、参加しませんか」

というものである。大変光栄なことなの

ですぐに参加の返信をした。シンポジウ

ムは少人数であったのもの、各分野を

リードする研究者が揃っていた。参加者

のほとんどが、バーン先生の弟子やポス

ドクである。先生の研究分野は生物学か

ら医学まで多岐に渡るが、特に比較内分

泌学（動物の進化系統の観点から、内分

泌系の共通原理、進化および適応を理解

する学問）の創始者として知られる。そ

んな中、私は少々場違いな参加者である

と思われた。私はバーン先生の弟子でも

ポスドクでもなかったからである。言う

ならば、私は先生の “飲み友達” 代表と

して呼ばれていたと思う。

　バーン先生は日本の居酒屋と温泉をこ

よなく愛する方で、数年前までは毎年日

本にいらしていた。いつも手荷物には

ジャックダニエルのボトルが入っており、

学生と一杯やるのを楽しみにしておられ

た。学生だった私は先生と初めてお酒を

ご一緒した時、「もう結構です」と英語

で言うことができずにひたすら飲み続け、

次の日ひどい二日酔いになった。どうも

それが印象に残ったらしく、その後色々

な機会で声をかけていただいた。そう

いった時にバーン先生と話したことが自

分の研究人生を考える上で大きな影響を

及ぼした。当時私は水産学分野の大学院

生であったが、同じ魚類を対象にした研

究で、基礎科学（生物学）と応用科学（水

産学）の違いは何なのかと、モヤモヤし

たものを抱いていた。ある飲み会でその

ことをバーン先生に質問してみた。先生

曰く、「基礎科学はいつも新しいが、時

には重要でない。応用科学はいつも重要

だが、時には新しくない」。これを読ん

でいる方々には自明のことであるかもし

れないが、自分はこの言葉で初めて納得

できた。うれしかったのは、新規性と重

要性が重なる部分があるという点である。

現在、私はサケ科魚類の成長と生活史の

研究を行っているが、“重要かつ新しい”

研究を目指していきたい。

　少し遅くなりましたが、バーン先生、

91歳の誕生日おめでとうございます。

バーン先生ご自宅にて。左から、エステルさん（奥様）、
著者、バーン先生

清水　宗敬（北海道大学大学院水産科学研究院　講師）

師に応用科学について問うてみた
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それでもボクは密漁してない

中川　聡（北海道大学大学院水産科学研究院　准教授）

　この1年間、道内の磯や漁港を歩き

回った。様々な生物を採取し、そこから

微生物を分離するためだ。北海道初心者

の私は、サンプリングに出る度に密漁者

と誤解される悪夢にうなされた。善良そ

うな学生を同行させていたおかげか、幸

い標題のような嘆きは発せずに済んだ。

私は深海の微生物を専門に研究してきた

が、北海道の沿岸域を研究して感じたこ

とを書いてみたい。

　北海道に住んで2年になる。私が生ま

れ育った滋賀県は自然が豊かで、幼少期

の私は毎日のように近所の川や琵琶湖で

魚やエビ・カニなどの生物を捕って遊ん

だ。北海道の自然は急速に失われつつあ

るというが、沿岸域の生物量とその多様

性は圧倒的かつ個性的で、田舎育ちの私

にとっても十分に刺激的だ。世界中いろ

いろな海を見てきたが、北海道の沿岸ほ

ど、美味しそうな生き物がゴロゴロして

いるところは珍しい（放流の成果とはい

え）。一方いつも不思議に思うのは、夏

でさえ海辺で遊ぶ子供が少ないことだ。

本州の子供と同じように、海は危険だか

ら遊んではいけないと教えられるのだろ

うか。閑散とした海辺を歩くと、密漁を

防ぐための看板ばかりが目につき、海に

拒まれているような気になってくる。

　景観を台無しにしても看板を立てねば

ならないほど、密漁は深刻な問題だ。そ

れゆえ、マナーの悪いレジャー客が密漁

者と誤解されモメた話も良く聞く。私が

研究に使うのは、ヒトデやアメフラシな

ど、多くは食べられないもの（それも2

〜3匹程度）だが、採取する前に地域の

漁協等に許可をもらいに行く必要がある。

よほど私から悪人オーラが出ているのか、

大概怪しまれ密漁はダメだと強く諭され

るが、よく話してみると丁寧に様々なこ

と、例えばどこの磯に生物が多いかなど、

を教えてもらえることが多い。ある漁協

では、わざわざ漁船を出してヒトデを

捕って頂いたこともあった。

　漁師の高齢化が指摘されるなか、子供

の海離れは追い打ちをかけることになる

だろう。海が豊かであっても、万人がそ

の恵みを享受することは難しいというこ

とを実感した1年であった。最後に、ど

うか今後とも密漁者と間違わないで頂け

ると幸いです。

利尻島でヒトデ採取。直後に漁師さんに見つかり焦っ
たが、採れたてホタテを大量に頂き感謝。利尻漁業協
同組合の皆さんにも感謝です。
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大学の先生、今・昔

佐藤　久美（北海道薬科大学薬理学分野　教授）

　私は、現在の大学を卒業後、助手とし

て残り現在に至って27年目です。最近、

“昔の大学の先生（私の学生時代）がう

らやましい” とぼやいてしまいます。少

子化に伴い、大学は厳しい競争を強いら

れており、また、認証評価制度が導入さ

れたこともきっかけで、よりよい教育を

提供するために、どこの大学もしのぎを

削っています。その結果、教員の教育へ

の負担がどんどん増えてきています。

　講義に関しては、かつては言葉さえ存

在しなかった “シラバス” の作成から始

まります。私は薬理学という科目を担当

しており、薬がどのような機構で効くか

を教える学問で、国家試験に出題される

全てのいろいろな疾患に使われる薬につ

いて講義します。シラバスに、それがす

べて網羅され、内容も適切であるか、カ

リキュラム委員会により綿密にチェック

を受けます。それと比べると昔の先生は、

好きなことを自由に講義していたように

みえました。学生時代の薬理学の講義に

は、先生の研究分野が心臓だったので、

講義には “心臓の薬” しか登場せず、国

家試験のための勉強はかなりの部分が独

学であったように思います。

　“休講” という言葉が死語になりまし

た。時間割通りに講義が出来なくなった

場合は、他の先生と時間変更を行い、何

があっても決まったコマ数を開講しなけ

ればならなりません。この時間調整にも

かなり手間がかかります。学生にとって

も、“休講” の掲示は大きな喜びのはず

だったのですが。

　学生のアンケートも辛いところです。

昔は、学生が先生を評価するということ

はありえなかったことです。今では、学

生が、授業の内容が理解できないと、す

ぐに “先生の教え方が悪い” になります。

　かつて大学の先生は、教育に対する比

重はあまり大きくなかったように思えま

す。私も卒業後、助手の職を選んだのは、

研究に興味があったからで、当初は教員

だという意識も全くなく、研究中心の毎

日でした。その点が、今、昔の大学の先

生がうらやましいと思う一番の理由かも

しれません。

　研究に費やせる時間が少なくなった上、

薬学6年制に移行して大学院生の戦力が

得られなくなり、悶々とした毎日を送っ

ていたところに、今回の研究助成金の申

請が採択されたという知らせは、“また

頑張ろう” と思う力となりました。この

場を借りて、心より御礼申し上げます。

研究室のメンバーと学
生達（筆者前列中央）
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「きさらぎ塾」

阿部　理一郎（北海道大学医学研究科皮膚科　准教授）

　大学を卒業して17年になりますが、

いまだ大学に残っているといろいろな仕

事が舞い降りてきます。大学内の仕事の

ほかにも最近は学会関係のことも多く

なったのですが、３年前から「きさらぎ

塾」の委員として運営に携わっています。

　「きさらぎ塾」とは、日本研究皮膚科

学会が、若手研究者のモチベーションを

上げるべく立ち上げた合宿形式のセミ

ナーです。きさらぎ、というだけあって

2月に沖縄で3泊4日の日程で全国から

40名の参加者を募り、朝早くから夜遅

くまで（といっても飲み会ですが）行っ

ています。近年基礎研究に興味を持つ若

者が減っていることはどこの分野でも同

じだと思いますが、皮膚科でも多分に漏

れず由々しき状況です。原因は研修制度

などいろいろとありますが、やはりうえ

のものが若い者に研究の楽しさ、やりが

いを伝えきれてないという自省もあり、

この塾が始まりました。

　これまで2回行いましたが、今のとこ

ろ非常にうまくいっているようです。応

募規定で1大学から1名としたこともあ

り、置かれている環境が様々なものが一

堂に集まることで、これまで鬱積してい

た感情や疑問が解消され、強い仲間意識

が芽生え、この塾の目的のモチベーショ

ン向上は確実に成功していると思います。

　つらい思いをしているのは自分だけで

ない（子育てしながらの研究は大変とか、

デューティーが多く遅くからしか研究で

きないとか）、いいライバルができた（教

室で実験しているのは一人だけ）、研究

の学会でひとりぼっちにならない（仲間

と会える！）などなど。加えて一流の講

師をお呼びして、研究に対する心構えな

ど、ふだんは絶対聞けない本音のお話は

大変貴重な経験になっています。

　私が若いころに、こんな塾があったら

…と思わず考えてしまうほどですが、次

はこの若い塾生がこの塾の委員になって

引き継いでくれるよう願っています。

第1回きさらぎ塾集合写真（著者、前列左から二人目）
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私は12年間の米国での研究生活の後、

2002年に北海道大学、遺伝子病制御研

究所に移り日本での基礎医学研究を始め

ました。日本に帰ってきてもうすぐ9年

になります。研究テーマは一貫して以前

から米国で続けてきた細胞死と細胞増殖

のシグナル伝達機構の解明とそのヒト疾

病における意義に関しての研究を続けて

います。

米国での研究生活は、特に、研究者と研

究を支える人間との間で徹底した分業化

が進んでおり、純粋に研究に没頭できる

環境が整っているという点で研究に没頭

しやすい環境であったのではないかと思

います。米国立衛生研究所での8年間は

ポスドクとして研究に没頭できました。

1998年にハーバード大医学部で自身の

独立した研究室を持ってからは、フィン

ランド、ドイツからのポスドクと一緒に

研究する機会に恵まれました。そこでは

自分自身の研究を遂行すること、ポスド

クに研究方法を初歩から教えると同時に

研究の成果が進んでいることを常に気に

とめていなくてはならないこと、さらに

研究費の申請と取得も常に考えておかな

くてはならないことなどほとんど休む暇

もなく研究生活であったことを昨日のよ

うに覚えています。

1990年に米国メリーランドに移り住ん

だときに以前に住んでいた排気ガスで

いっぱいの東京と比べて空気がとても澄

んであり、太陽の光がきらきらと輝いて

いることに感銘を受け、見よう見まねで

油 絵 を 始 め ま し た。 ワ シ ン ト ン で は

Smithsonian National Museum, ボストン

では Museum of Fine Art などの米国で

も有数の美術館にモネやゴッホなどの印

象派の絵画が、研究室から遠くない場所

にあり、いつでも見に行ける環境にあっ

たことも油絵を始めるきっかけになった

のかもしれません。札幌に移ってからも、

積丹や余市などでの風景画とともに最近

はススキノの街並みを描くこともはじめ

ました。私は、芸術と科学には多くの共

通な思想があると感じており、油絵を描

くことは気分転換でもあり、また私自身

の新しい科学を進めていく力を与えてく

れるものと感じています。

科学と油絵

野口　昌幸（北海道大学遺伝子病制御研究所　教授）

札幌の人々の心の拠り所であるススキノの街並み
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片桐一男先生をお迎えして

鈴木　　裕（旭川医科大学医学部生化学講座機能分子科学分野　教授）

　平成22年度助成金贈呈式における特別講演、
片桐一男先生による「幕末・維新、いのちを
支えた先駆者の軌跡〜松本順と「愛生舘」事
業」〜をたいへん興味深く拝聴いたしました。
幕末・維新における近代医学の導入、そして「愛
生舘」の名が示すように、病に悩める人々を
救済する医療の展開、人々の健康を守る食や
生活習慣についての啓蒙など、数々の活動と
それを可能にする奉仕の精神に心打たれまし
た。片桐先生の静かな語り口、ホワイトボー
ドに貼られた大きな特殊紙に（色無しの）水
筆で板書して文字を黒く浮き出させ、水分蒸
発によりちょうど文字が消えた頃に次のお話
に移ってゆく、など消えては画かれる見事な
水墨画を思わせるご講演の進め方にも驚きま
した。パワーポイントでたくさんの情報を見
せる講演方式に慣れてしまっている者にとっ
てとても新鮮な手法でありました。後日秋山
財団より賜りました「秋山財団ブックレット
No.19」にはこのご講演の全体と引用された
数々の歴史的資料も全て掲載され、また、講
演時の「水墨画」と先生の写真も印刷されて
おり、読み起こすたびにご講演から受けた感
銘がよみがえります。
「松本順」の千葉県佐倉での医療活動はその
後の彼に大きな影響を与えたそうであります
が、この地は私自身が育った場所のすぐ近く
でもあることもあってより身近に彼の活動を
感じることもできました。ご講演後の懇親会
で先生・奥様とのお話が進むうちに、先生も
やはりその地の近くにお住まいとのこと、“千
葉県つながり” で話は個人的にもいっそう盛
り上がりました。片桐先生からはその後、ご
著書や研究会のご案内などをご恵送賜ってお
ります。本年の7月に札幌で約一週間の連続講
演をされた後、8月にはご家族での北海道旅行
を計画されているとのことのお手紙もいただ
きましたので、旭川にもお立ち寄り賜ります
ようにお願いしたところ、当地での再会をた
いへん楽しみにしているとのお返事、その様
なわけで先生とご家族の皆様を旭川近郊にご
案内する機会に恵まれました。

　雨天が予想されていた天候も前夜から次第
に回復し当日は幸い晴天。大雪山旭岳ロープ
ウエーと姿見の池付近散策、天人峡羽衣の滝、
美瑛の丘、美瑛町模範牧場、十勝岳・望岳台、
そして富良野、と朝から夕方まで車でのご案
内を申し上げました。大雪山・十勝岳連峰で
はその雄大な姿、美瑛の丘では美しく広大な
農作地風景や360度の空、ご家族の皆様も大
いに自然と風景を楽しまれ、十勝岳ではとて
も印象的な夕日を眺めることもできました。
片桐先生はアイヌ語に基づく河や土地の名称
についてもたいへん強く興味を持たれており、
また、羽衣の滝とその発見の説明が記載され
たボードやパンフレットに集中されているご
様子からも先生の歴史家としての姿勢が強く
感じられました。天人峡羽衣の滝では、雄大
さや強さだけではない “品格” のあるその景観
にとても感動され、ヒグマとの遭遇を恐れな
がらもご案内申し上げた者としてたいへんう
れしい思い出になりました。道中では、奥様
やご家族の皆様の優しいお人柄にも触れるこ
とができ、また、とてもかわいい聡明な5歳の
お孫さんとの会話も楽しみました。
　1日をかけてゆっくりと自然を巡ったために、
案内させていただきたかった日本画「後藤純
男」美術館（上富良野町）を訪れる時間もな
くなりました。次回のご案内を約束して、宿
泊先の富良野までお送りし帰旭いたしました。
秋山財団助成を賜りましたこと、そしてそれ
により幕末・維新における医学史を学び、歴
史家「片桐一男」先生と出会うことができた
ことを心より感謝しての1日のドライブでした。
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臨床医にとっての基礎研究とは？

長岡　泰司（旭川医科大学眼科学講座　講師）

　私は医師になって１７年目になります
が、私が大学を卒業した当時は研修制度
もなかったので、卒業後すぐに大学の医
局に属するのが一般的でした。試験もな
くすべて自分の自由意志で決めることが
できるのでかえっていろいろ迷ってしま
い、卒業試験終了後に旭川医大の眼科に
入局を決めました。折角専門性の高い領
域を選択したのだから、臨床はもちろん
研究も少しはかじってみたいと思い、卒
後３年目に大学院に進学しました。眼科
医として２年間臨床をやり、たくさんの
患者さんを診察し、手術も執刀させて頂
き、充実した毎日を送ることができてい
ました。このまま臨床医としての道を極
めることでも、十分やりがいを感じるこ
とができるとも思っていました。しかし、
日々の診療の中で驚いたのは、眼科とい
う非常に狭い領域でも、まだまだわから
ないことがたくさんあることや、これま
で正しいと思われていたことが実は間
違っていて、新しい概念が導入され、革
新的な治療法が確立されることも何度も
ありました。まさに、医療に日進月歩で
進化していることを実感しました。そう
考えると、今自分が行っている医療も、
現時点で正しいと思われているだけであ
り、今後全く新しい診断法や治療法が登
場した場合、それが正しいとは限らない
という状況になることもあると思いまし
た。当然のことながら、新しいものがす
べて正しいわけではないので、それが正
しいことを検証し、従来のものと比較し
てより優れていることを証明する必要が
あるわけですが、そのためにはどうして
も「研究」が必要になってきます。臨床
では、経験（Experience）だけでものご
とを考えるのは非常に危険で、きちんと
した手法で証明 (Evidence) されたもの
を 臨 床 に 取 り 入 れ る、 い わ ゆ る
Evidence-based medicine の概念が医療
の基本中の基本であることは、自分で研
究をやってみて、ようやく理解すること
ができました。

　しかしながら実際研究を始めて見ると、
日々地道な努力の積み重ねにも関わらず、
思うような結果がでず、これまでの努力
が無駄になることは、非常につらいもの
であり、これは臨床ではあまり経験する
ことのないものです。しかし、こういう
無駄を恐れず努力し続けることが、のち
のち自分の大きな財産になるように思い
ます。最近、iPS 細胞で一躍時の人となっ
ている京都大学の山中先生のご講演を拝
聴する機会がありました。あの山中先生
ですら、たくさんの実験を計画されても、
実際に成果がでることは一割にも満たな
いそうです。偉大な研究成果は、莫大な
無駄の上に成り立っているのも事実で、
無駄を恐れてはいけないということを強
調されておりました。
　研修医制度が導入されてから、全国的
に若い先生の研究離れが進んでいるよう
ですが、長い臨床医人生のなかで、一時
期でも研究に携わる時間を得て、医療を
臨床とは違った角度で捉えるという経験
により、物事を多面的に捉え、その本質
を見抜く力を養うことができると思いま
す。一度こういう経験をしていれば、洪
水のようにあふれる新しい情報を自分の
目で検証し、取捨選択し、目の前の患者
さんに本当に有益であるものを、明日の
診療に取り入れることができると思いま
す。今後一人でも多くの若い先生が研究
に興味を持ってくれることを、願ってや
みません。

アメリカ留学時、研究室にて。毎日実験室にこもって、
網膜血管の実験に明け暮れていました
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東アジアの医学医療の中心　—札幌—

藤宮　峯子（札幌医科大学解剖学第２講座　教授　札幌医科大学教育研究機器センター　所長）

　３年前に札幌医科大学の教授に就任し

ました。この３年間、北海道を愛する気

持ちがますます強くなっています。これ

まで住んでいた関西は、色で表すと、茶

色です。古いものが多くて保守的なイ

メージ。北海道はパステルカラーです。

空と海の淡いブルー。そして夏のみずみ

ずしい樹木の緑。お花畑のピンク、黄色

そしてラベンダー紫。この土地の美しさ

は、世界屈指の観光地スイスに匹敵する

ものだと思います。

　日本の都市に空路でしかアプローチ出

来ないことは、決して弱点ではなく、東

京、大阪、福岡も、北京、上海、ソウル、

台北、シンガポールもすべて空路１本で

千歳にアプローチできる素晴らしいロ

ケーションで、まさに東アジアの中心—

札幌だと思います。

　美しい自然を売りにするだけでなく、

急成長を遂げるアジアの人々が抱える疾

患に対する先進医療の街—札幌が、近未

来の姿だと考えます。札幌医科大学では、

生活習慣病をはじめ多くの疾患に対する

再生医療や先進医療を目指しており、付

属病院を中心に関連病院とタイアップし

てダイナミックな医療を展開していこう

としています。また、トランスレーショ

ナルリサーチに特化したフロンティア医

学研究所も今春からスタートしました。

　これまで、日本の研究者は欧米に学び、

最先端の医学研究で成果をあげてきまし

たが、いまこそ研究面でも医療面でもア

ジアの国々に貢献する必要があると思い

ます。

　他の国では不可能な先端医療が受けら

れる街—札幌。若い研究者がトランス

レーショナルリサーチに励む街—札幌。

世界に貢献してこそ、この街はますます

美しく輝くことでしょう。北海道の未来

を創るために働けることが、最高に幸せ

です。

病理系研究会の休憩時間にて
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現場のニーズに応える技術開発に必要なものとは何か～基礎研究の重要性～

樋口　豪紀（酪農学園大学獣医学部　准教授）

　日頃から、生産現場の問題をどのよう

に抽出し、それに対応するための新たな

技術開発についていつも頭を悩ませてお

ります。ウシに対する高度感染性微生物

の効果的制圧技術の確立ということを、

ここ数年の研究テーマとしておりますが、

そのきっかけは生産者団体からかかって

きた一本の電話でした。「管内で発生し

ているマイコプラズマ性乳房炎を何とか

制圧したいので協力して欲しい」との内

容でした。マイコプラズマは乳房炎や肺

炎の原因微生物として広く知られており、

今年で発見から半世紀を迎える古くから

の微生物です。伝染力が非常に強い上、

乳をほとんど産生できなくなるという、

ウシにとっては正に致命的な感染症です。

また治療によって治る割合が低いため、

多くの牛は殺処分の対象となります。さ

らに問題となるのが検査にかかる時間で

す。伝染力が非常に強いにも関らず、検

査には一ヶ月近くを要するため、農場で

のコントロールは困難とされてきました。

　私に連絡をくれた生産者団体の担当者

は、これらのことをよく勉強された上で

「新たな検査技術を大学で作って欲し

い」とのお話を大学に持ち込まれました。

但し、条件として「培養法と同等の精度

を持つ・3日以内に検査結果が出る・安

いこと・誰でもできること」といった条

件も同時に提示されました。我々にとっ

ては非常に高いハードルでしたが、これ

こそが生産現場のニーズであり、その技

術を構築することは我々研究者の使命と

とらえ、開発に着手しました。3ヶ月の

研究期間を経て基本的原理を作り上げ、

実際に数百検体に及ぶ感染乳汁で試験を

実施しました。その後、依頼のあった検

査機関に試験導入し、現在では年間数万

検体の乳汁を、我々の開発した技術で検

査しています。

　今回は好機に恵まれ、こうした技術開

発に結びつけることができましたが、当

然のことながら本法は過去何十年にもわ

たって培われてきた多くの知識と技術を

基礎にしたものであります。明日の技術

に直結する研究が高く評価されたり、ま

た、その様な研究に日が当たりやすい昨

今ですが、ものづくり日本の原点に立ち

返る時、今こそ基礎研究の重要性を再認

識する時と強く感じております。現場に

役立つ技術を開発するために必要なもの

は、優れた基礎研究であると、今回の経

験を通じて強く感じました。

所属する酪農学園大学獣医衛生学ユニット の実験室にて
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「肝腎要の腎泌尿器」

市居　修（北海道大学大学院獣医学研究科　助教）

　伝統中国医学において、腎は心に次ぐ

大切な臓器とされ、「かんじん」は「肝腎」

と書く方が正しいとされます。古来より、

腎は親や食物から受け継いだ精気を発展

させ、成長を司り、腎によって骨格が形

成されると考えられてきました。つまり、

「尿の生成」よりも「生命の根源」とし

ての役割が重要視されています。現在、

個体発生における腎臓と生殖器の密接な

関係が明らかにされていますが、昔から

腎と生殖を結びつける考え方もあり、江

戸時代では生殖機能減退を「腎虚」といっ

たようです。腎臓の機能は血圧・内分泌

調節など多岐にわたるため、先人より学

ぶと腎臓の新機能がみえてくるかもしれ

ません。

　そんな腎臓に魅せられて、学部時代は

げっ歯目の腎臓を研究しました。特にス

ナネズミは元来砂漠に生息するため、尿

濃縮能が高いといわれています。スナネ

ズミはどのように高い尿濃縮能を維持す

るのでしょうか？現在まで、明確に説明

しうる証拠はありません。動物の腎臓の

機能・構造は種で巧妙に発達しており、

最も複雑な臓器の一つとも称されます。

大学院進学後は「獣医師として動物の診

療に繋がる研究を」と考え、現在も腎臓

病研究に携わっています。近年、イヌ・

ネコの寿命が長くなり、特にネコにおけ

る腎臓病の増加が問題視されています。

理由は不明瞭であり、動物種差と腎臓の

機能・構造が相互に絡み合い、獣医腎泌

尿器学を複雑にしています。どの動物に

も共通するのは、体液バランス維持のた

めに「尿を出す」という現象です。不要

物として日々捨てられる尿は、腎臓で濾

過・再吸収を受けた血液に由来するため、

腎臓の情報を集約した「バイオエッセン

ス」です。尿検査は、健康診断で診療ツー

ルとして汎用されています。

　尿からわかることを診療に応用できな

いかと、私の頭は「腎・尿・動物」でいっ

ぱいです。ヒトでは、唾液や呼気から腫

瘍を診断する方法が研究されており、患

者の呼気から癌特有の臭いを見つけるイ

ヌの訓練も行われています。いやいや、

尿も負けてはいらせません。本研究では、

尿中に散らばる情報を収集し、生体の免

疫状態を把握する方法論を模索しており

ます。「患者の尿の臭気から特定の病態

を把握する」、「その臭気を探知するイヌ

を訓練する」、「そのイヌが慢性腎臓病に

なった時のために尿からの診断法を開発

する」、と夢のような方法論を思い描き

つつ、ヒトと動物の架け橋になるような

腎泌尿器の研究に一生涯を捧げる覚悟で

す。

自宅にて。愛娘ハーブと
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「振り返る」

川島　永子（産業技研ゲノムファクトリー部門　特別研究員）

　年報の原稿を認めることを機に、これ

までの自分を、改めて振り返ってみた。

　私が、修士課程を修了後、就職した研

究機関で出会った当時のグループリー

ダーは、研究に対して、ひじょうに大胆

にして緻密な姿勢を持つとともに、新し

く斬新な発想をなす、とてもアグレッシ

ブな人物であった。研究なるものの、右

も左も分からなかった当時の私は、良く

も悪くも多感でもあったので、リーダー

以下、高いモチベーションを持った他メ

ンバーからも大きな影響を受け、併せて

研究の面白さ、醍醐味や厳しさをも、初

めて体感する事となった。しかし、人の

世とは非情なものである。彼は、「ALS」

という難病に冒され、わずか40代半ば

という若さで、この世を去ってしまわれ

たのだ。自身の研究生活を振り返るにあ

たり、恩師とも受け止めていた彼の存在

は、私にとってきわめて大きな存在で

あったと、今にして思わざるを得ない。

　その後は、色々な研究に携わる機会に

も恵まれ、それぞれの研究の面白さ、困

難さも学んできた。そんな中、ある知人

から、学位取得を強く薦められた事を

きっかけとして、社会人学生という、新

たな一歩を踏み出す事もできた。当時の

私にとって、大きな意味合いを含んでい

たこの選択は、改めて研究と関わり続け

ることを望んでいる「自分」を再確認す

る「作業」でもあった。自身、ある程度

の経験を重ねてからの学業や学生との交

流というものは、思いのほか新鮮であり、

とても有意義な時間を過ごせたと、今更

ながらに思い出す。

　振り返れば、自身の人生の様々な局面

で、多くの人から影響・助言を賜り、選

択を行ってきたことは確かである。そう

した多くの方々への謝意とともに、そし

てまた、恩師が亡くなった年齢に着々と

近づきつつあるものの、依然として、恩

師の足下にも及ばない状態である今をも

想う。

　自立して行う研究の厳しさ・苦しさを

日々感じつつも、時にはふと立ち止まり、

「これまでの自分」を振り返ることは、

「これからの自分」を見据える時には必

要不可欠なのではないかと、感じている。

自身の未来を見定めるには、その時々の

ランドマークたる、過去のある時点にお

ける己の姿を努めて客観視し、それと対

比させることが重要であるからだ。

　札幌に移って早や2年目。週末や余暇

は、もっぱら北海道の自然と山野とを、

肌で楽しむ自分もまた、別にいる。これ

もまた、ひととき肩の力を抜き、自身の

冷静さを取り戻す、大切な時間なのだ。

ニセコ東山系イワオヌプリ山頂（標高1116m）にて
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ポジティブ・シンキングとネガティブ・シンキング

吉田　隆行（北海道大学大学院医学研究科神経薬理学分野　助教）

　つらいことや嫌なことがあると、なん

でも悪い方向に考える思考を「ネガティ

ブ・シンキング」という。ひどくなると

被害妄想的になり、精神面にも影響して

しまうので、悪い意味で使われることが

多い。一方、物事を肯定的に考える「ポ

ジティブ・シンキング」は、いい意味で

捉えられる場合が多い。何か悪いことが

起きても、悪いことは早く忘れて次に進

んだり、それ以上の悪い状況を想像して

不幸中の幸いだと考えたり、悪い面を再

考するためのサインだと捉えたり、自分

のなかの悪い面に気づき、改善したり自

分を高めるには、非常に良いことだと思

う。

　しかし、ポジティブ・シンキングもは

き違えると怖い。いつもニコニコしてい

て、どんな失敗をしてもへこたれず、い

つも前向きな人がいる。その精神力の強

さと前向きさには感心するが、同じ失敗

を繰り返していることに気づくこともあ

る。これは果たして「ポジティブ・シン

キング」なのか。それは単なる「楽天主

義者」なのであろう。それに比べれば、

いつも先回りして心配しながら、失敗し

たときのことを考え、「もし○○が起き

たときは、この方法でやり直す」「ここ

で失敗したときは、こうする」などとあ

らゆる対応策をたてている人のほうが、

現実的にはうまくいくのではないか。そ

こまで考えなくてもいいじゃないかとい

われるほどの最悪の状況を考える「ネガ

ティブ・シンキング」をしても、対応策

を考えることができれば、ある意味で、

徹底した危機管理とも言えるかもしれな

い。はき違えた「ポジティブ・シンキン

グ」でスキだらけの状態と、必要以上の

「ネガティブ・シンキング」でいざとい

うときに備えるのであれば、後者のほう

がいろいろな意味で成功する場合が多い

のは明白であろう。

　一日の大半を研究活動に費やす生活を

始めて１４年が経とうとしている。「ネ

ガティブ・シンキング」がすっかり板に

ついてしまったが、決して悲観主義者で

はない。グラスに半分残った水を見て「ま

だ半分もある」と言うのは楽天主義者、

「もう半分しかない」というのは悲観主

義者という有名な性格判断法がある。研

究で必要な思考は「なぜ半分あって、半

分ないのか？」であると思う。実験で得

られたポジティブなデータは、ネガティ

ブなデータがあってこそ活きる。今後も

一喜一憂することなく、研究に邁進して

いきたい。

研究室の集合写真（左端が筆者）
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　北海道大学眼科の加瀬　諭（かせ　さ

とる）と申します。このたび、私が行っ

て来ました網膜芽細胞腫の研究について、

ご紹介させていただきます。

　これまで私は、網膜芽細胞腫（RB）

は網膜の胎生期の、増殖糖尿病網膜症は

成人の網膜の増殖制御機構の異常により

発症することを示してきました。どちら

も失明につながる重大な眼底疾患です。

RB は RB1遺伝子の欠損に伴い、細胞周

期 の 進 行 を 制 御 す る 蛋 白 で あ る

p27(KIP1) の 分 解 が 亢 進 さ れ ま す。

p27(KIP1) のリン酸化が、腫瘍細胞の核

分裂期の進行に重要であることを示しま

し た。 加 え て RB は Transforming 

growth factor-β を 発 現 し、RB に 合 併

する白内障の発生病理に関与することを

明らかにしました。言い換えれば、RB

細胞は種々の液性因子を発現する能力が

あることになります。以上より RB は細

胞生物学的に、固有の細胞周期調節機構

を有し、かつ液性因子の発現など、多様

な特性を呈することが明らかとなりまし

た。

　一方で、この腫瘍に対する治療に関し

て新しい細胞生物学的アプローチを試み

ました。その一つとして、アポトーシス

を制御する蛋白に注目しました。α—ク

リスタリンは水晶体構成蛋白として発見

されましたが、熱ショック蛋白であり、

アポトーシス抵抗性に関与することが知

られております。実際、私は RB の腫瘍

細胞が α—クリスタリンを高発現して

いることを示しました。

　また、αA—クリスタリンは腫瘍細胞

のアポトーシス抵抗性に関与しているこ

とも報告しました。一方で αB—クリス

タリンではその関連は見いだされません

でした。加えて、ビンクリスチン、エト

ポシド、カルボプラチンなどの抗がん剤

を投与後に、残存する（アポトーシスに

陥らなかった）腫瘍細胞では、αA—ク

リスタリンの発現は著しく低下するも、

α B—クリスタリンの発現に変化はあり

ませんでした。以上より、α—クリスタ

リンが RB の抗がん剤治療抵抗性の分子

メカニズムに、重要な役割を果たしてい

る可能性が示唆されました。

　RB は重大な眼科疾患であり、その研

究の重要性を臨床医として認識し、今後

も研究に励んでいきたく存じます。

加瀬　諭（北海道大学大学院医学研究科　医員）

網膜芽細胞腫の研究について

ラボの歓迎会
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さっき、ラジオから流れてきた歌が耳から離れない

久野　篤史（札幌医科大学医学部　助教）

　「卒業してから　もう　17度目の春

…」　月日が経つのは早いもので、これ

からはさらに時が過ぎるのが早くなって

いくかと思うとぞっとする。このエッセ

イを書くにあたって最近思うのは、この

17年間は、いい意味で、考えていたこ

とや思っていたことと、「逆」または「別」

の道をたどってきたのかもしれないとい

うことである。これは、私が意思の弱い

人間であることを意味しているのかもし

れないし、あるいは様々な思いがけない

ことに対して柔軟に対応できた結果なの

かもしれない。

　「ずっと心に描く　未来予想図は　ほ

ら　 思 っ た と お り に　 か な え ら れ て

く？」　それにしても、基礎研究活動を

している現在の自分の姿をみると、少な

くとも医学生または医師として働き始め

た頃に「心に描いていた」ものとはかけ

離れている。学生時代は決して出来の良

い学生ではなかった私であるが、どこに

出されてもおかしくない臨床医になりた

いと思い、当時より臨床研修体制が整っ

ている札幌医科大学内科学第2講座の門

をたたいた。しかし、その頃の自分の「未

来予想図」には、研究活動は全く描かれ

ていなかったのである。その当時の自分

は、毎日自分の目の前の患者さんを診る

ことで精一杯だったのであろう。しかし、

臨床医として無我夢中に過ごした10年

間の経験が、現在の基礎研究活動に大き

な武器になっていることには間違いない。

「基礎研究者は臨床医としても優秀でな

ければならない」。同内科学第2講座で

基礎研究をかじり始めたころに、ことあ

るごとに教えられたのだが、全くその通

りであると思う。目の前の患者に起きて

いる問題点を様々な方向から観察・考察

し、そして患者のちょっとした” サイン”

を見逃さずに問題を解決する、あるいは

新たな問題点を見出す。基礎研究でも全

く同じようなことが言えるのではないか。

基礎から臨床へ、また臨床から基礎へ、

すなわち橋渡し研究は臨床の現場を良く

知る医師研究者が積極的に参画する必要

があるであろう。

　「きっと　何年たっても　こうして変

わ ら ぬ 気 持 ち で　 過 ご し て ゆ け る の

ね？」　初志貫徹して自分の道を切り開

いていく人を見ると尊敬するし、うらや

ましくもある。でも、思いがけない道も

開かれていることは確かである。私の心

には、「未来” 未定” 図」を描いて、人

生を楽しもうと思う。

2011年学会で行った、米国ルイジアナ州のニューオ
リンズのジャクソン広場。南北戦争で活躍したジャク
ソン将軍像は、南部都市ニューオリンズの象徴である
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分け入っても分け入っても

　実は、10周年である。

　何が10周年かというと、science とい

う樹海に足を踏み入れてしまってから、

である。大学の4年生から今まで来た道

を振り返って見ると、短いようで長いよ

うで、時には駆足時には牛歩、かなり蛇

行しながらやって来たもんだ、と思う。

舗装されたまっすぐなハイウェイではな

い。全然ない。もうなんていうか、けも

の道だ。4年生の時に立っていた入口は、

もう見えない。森はどんどん深く、系は

複雑さを増すばかりだ。別々のものだと

思っていたものが繋がっていたり、新し

い fruits がなっていたり。面白い。分け

入るほどに、面白くなっていく。すっか

り森に棲みついてしまっている今日この

頃である。そんなもんだから、渋谷あた

りにたむろしているヒトよりも、母国語

が違っていたとしても scientist との方

が理解しあえる気がしてしまう。学会な

どで初めて話すにもかかわらず、旧知の

友人に会ったような心安さを感じてしま

うのは不思議なものだ。

　今年3月11日に東北地方太平洋沖地震

があった。連日のように悲惨な報道がさ

れる中で、嬉しいニュースを耳にした。

ドイツのマックスプランク研究所が被災

した研究者や学生を受け入れる、という

ものだった。義援金を送る位しかできる

ことはない、と思いこんでいた自分は、

目 か ら 鱗 が 落 ち た よ う な 気 が し た。

Science をやっている者にはやっている

者なりの、手の差し伸べ方があるのだ。

　表題は種田山頭火の「分け入っても分

け入っても青い山」からパクったもので

ある。なんだか scientist の心情を詠っ

ているような気がしてならない。清々し

さと奥深さと焦りと孤独とがないまぜに

なったような。山頭火は孤独に旅をして

いたのだろう。Science にも孤独な部分

はある。しかし自分の軌跡を見てみると、

色んな人達の手助けがあって今に至って

いることを実感する。崖から突き落とさ

れることもある。一方で谷底に手を差し

伸べ引き上げてくれる人達もいる。手を

結ぶことで世界が広がり、新しいモノが

見えてくることもある。競争の激しい世

界ではあるのも事実だが、scientist 同士

の繋がりの重要性を思う。

　この先に何があるのだろうか。山頂か

らの眺望はどんなものであろうか。そん

な期待を抱きつつ、今日も迷走中である。

皆さん、これからもどうぞよろしくお願

いいたします。

鹿島　理沙（札幌医科大学医学部がん研究所　助教）

米国癌学会ー日本癌学会合同会議のバンケットにて。
出身国がみんなちがう…（左から3人目が筆者）
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人生の考察

研究の世界に足を踏み入れて１０年が経

過した。整形外科から大学院に入学し、

無給研究生、学振特別研究員、博士研究

員と身分を変えながら、更新の度にもう

ダメかもしれないと不安になりながら、

それでも幸運にも研究生活１０周年を向

かえることができた。地道に実験して、

論文を書いて、グラントやアワードには

片ッ端からアプライした。アクセプトな

ら祝杯をあげ、リジェクトならヤケ酒で

ある。そんなサイクルを幾度と繰り返し

ているうちに研究仲間も増えて、ようや

と常勤スタッフとなり、研究にも生活に

も多少の安心感が生まれた。なぜそんな

にまでして研究を続けてきたのかといえ

ば、魅力があるからであろう。面白いの

である。もちろん困難ではあるが，新し

いこと、誰もやっていないようなことが

出来る。 

スタッフになって、実験にさける時間は

以前より少なくなったが、実習等で学生

と話す機会が増えた。また同時に学生時

代の部活 OB 会の幹事をやるようになり、

これまた学生と話す機会がさらに増えた。

そんな中、あるとってもまじめな学生の

つぶやきが聞こえた。「卒業して働きた

くないんですよね．．．．」えっ、なぜ？　

卒業したら存分に働いて存分に稼いで、

好きに生活すればよいではないか。そ

りゃ仕事はラクチンばかりでないけれど、

親のすねをかじっていて、どこに自由が

あるというのか。だが、現在の社会の閉

塞感を見ると、何の希望も持てなくなる

のかもしれない。

そんなとき、自分が出来ることは何であ

ろう。それは人生を楽しむ大人の姿を見

せることではないだろうか。学生時代は

すごく楽しかったし怖いものなどなかっ

たが、今から戻りたいと思ったことは一

度もない。どう考えても今のほうがずっ

と楽しい。だから恐れることなく社会に

出てほしいし、人生に行き詰まったら是

非、研究の世界に入ってほしいと願う。

また研究には考察がつきものである。実

験結果の成功と失敗を見極め、その原因

を常に考える。時間はたっぷりある。そ

うするうちに、だんだん自分の人生を考

察するようになる。自分の現状を考察で

きれば、今後の方向がわかる。だから人

生を楽しむことは研究者の義務である。

そんなことを考えながら、日々学生を病

理と整形外科にせっせと勧誘している。

札幌医大整形外科腫瘍G
の夕食会。全員が札幌
医大第一病理出身である。
右端が筆者

塚原　智英（札幌医科大学第一病理学教室　助教）
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今できること

大宮　寛久（北海道大学大学院理学研究院化学部門有機金属化学研究室　准教授）

　私が有機化学を始めたきっかけ、それ

は決して大志を抱いたからというわけで

はありません。大学３回生の秋、大学生

活で弛みきった自分を正そう（鍛え直そ

う）と、最もハードな研究室を選択しま

した（京都薬科大学、薬化学研究室）。

そして、その研究室が有機化学を専門と

していたそれだけなのです。私が望んだ

通り、ハードな研究生活が始まりました。

当初は有機化学の魅力に取り憑かれたと

いうよりは、性格上の負けん気の強さだ

けで毎日の研究生活を送っていました。

それからもう１０年という歳月が過ぎま

した。その間、博士後期課程で京都大学

工学研究科に進学し、学位取得後、博士

研究員として米国マサチューセッツ工科

大学で研究する機会を得ました。その後、

北海道大学大学院理学研究院で教員とし

ての研究生活が始まりました。今振り返

ると、多くの素晴らしい恩師との出会い

が意図しないような道へと私を導いてく

れました。そして大学教員となった私が、

学生達を彼らが意図しないような素晴ら

しい道へ導けるかどうか、それが今の私

の使命になっています。

　学生達に対して何を伝えられるか、そ

して何ができるかを日々自問しますが、

なかなかその答えは見つかりません。一

生見つからないかもしれません。ただ私

が今できることは研究を通じて、多くの

成功を学生達に体験させてから卒業して

もらうことだと思っています。私がそう

だったように成功体験は大小問わず人間

を一回りも二回りも成長させ、人生にお

けるかけがえのない財産になりそして強

い自信に繋がります。それに至るまでの

過程、つまり考えたこと、苦労したこと

は研究だけに通ずるものではなく、人生

のありとあらゆることに生きていくはず

です。

　今、私が日々の研究生活の励みになる

こと、それは研究がうまくいった時の学

生達の笑顔です。それを絶やすことは、

研究者として教育者の責任でもあります。

今できること、１０年前に何気なく始め

た有機化学の研究を学生達と日々全力で

やっています。

野球大会で元素記号ユニフォームを着ての集合写真
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積み重ねた知識を後世に伝える

　2009年12月より北海道大学理学部に

助教として着任してはや１年半が過ぎま

した。本年3月には東北地方を襲った未

曾有の大地震と大津波によって多くの尊

い命が失われてしまいました。この場を

借りまして被災者の方々、最愛の人々を

亡くされた方々へお悔やみ申し上げます。

私がこの東北地方沿岸部を襲った津波を

見て真っ先に思い当たったのが吉村昭先

生の著書『三陸海岸大津波』でした。こ

の本には明治、昭和と繰り返された三陸

地方の津波に関して示唆に富む記録が記

されています。このような大災害が起こ

るたび自然の持つ膨大なエネルギーに愕

然とするばかりです。自然科学に携わる

ものとして人間の及ぶ力が如何に微力で

あるかを再認識するとともに、科学者た

るもの自然に対する畏怖の念を忘れては

ならぬと心に刻み付ける次第です。また

震災に関連して私の印象に大きく残った

のは海外メディアが被災地域に対して大

きな関心を示した事でした。私がアメリ

カ で 博 士 研 究 員 と し て 師 事 し た

University of Utah の David Stillman 博

士、Tim Formosa 博士、所属していた

研究室の仲間からも震災直後に連絡をい

ただき被害の有無を心配していただきま

して、非常に勇気づけられるとともに国

を超えた研究者同士の絆というものを深

く認識いたしました。

　さて私は遺伝学という生命科学の中で

もかなりクラシックな切り口で研究を進

めております。遺伝学といえば教科書で

誰しもが習う、エンドウマメの形質を優

性の法則、分離の法則、独立の法則で説

明したメンデルの法則が有名ですが、こ

れが実に奥の深い分野です。先人らの残

した膨大な実験結果を自分独自の解釈を

付け加えながらおおいに活用して且つ自

分の新しいアイデアを組み込んで実証実

験を行えるのが遺伝学の醍醐味です。助

教という立場になって学生に対して直接

的に研究指導を行うようになりましたが

先人の残してくれた膨大な知識を上手く

伝えられるか自分の責任の大きさを痛感

するばかりです。

　話を東北大震災にもどしますと、この

ような痛ましい大災害に対して少しでも

被害を軽減するにはどうするべきか我々

は真剣に考えねばなりません。被災地域

の新生に際し、起きた事を詳細に分析し

て過不足無くありのまま正確に後世に伝

える、そのような経験と知識の伝達に

よってこそ強くしなやかな人の暮らしを

復興し得ると信じております。

高畑　信也（北海道大学大学院理学研究院　助教）

生物有機化学研究室にて
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異なる環境

齋藤　有紀（北海道大学大学院薬学研究院生体機能科学分野神経科学研究室　助教）

　異なる分野の研究者や異なる角度から

同一の疾患の解析を行っている研究者と

学会で出会いディスカッションすること

は非常に有意義なことだ，と学会に参加

する度に感じます。また，一つの研究室

に長く所属すると自分の思考の柔軟性が

失われていくように感じます。私は大学

４年次に配属になった現研究室にかれこ

れ９年間所属していますが，年々，自分

の頭が固くなっていく気がしています。

幸い，年に数回，国内外の学会に参加す

ることができその度に新たな分野の研究

者や新たな実験方法等に出会うことがで

き，頭が若干柔軟になり，自分の研究に

も新たな方向性，手法やアイディアを注

入することができていると思っておりま

す。

　私は現在，神経系に発現する分子の遺

伝子欠損マウスを作製し解析しておりま

すが，私の所属する研究室は，私の配属

当初，生化学や分子生物学を得意とする

研究室であり，脳組織の免疫染色や初代

培養神経細胞の作製や脳スライスの作製

等，よく遺伝子改変動物の解析で使用さ

れる実験系が確立されていませんでした。

それらの解析方法が必要になる度に，教

授に頼み込み理化学研究所や共同研究者

の所属機関へ実験を習いに行かせても

らっていました。その度に，新たな研究

手法を確立でき自分の研究の幅が広がる

だけでなく，異なる分野の専門家とディ

スカッションすることができ多くの新し

いアイディアが浮かび，今まで自分は如

何に狭い環境（研究室内だけ）に留まっ

ていたのかを痛感させられてきました。

博士号を取得し数年しか経っていない未

熟者ですが，異なる環境に身を置くこと

が非常に自分自身の成長に繋がるのだと

考えております。また，異なる環境でポ

ジションを得ることが出来る研究者は非

常に優秀で柔軟な考えを持っている研究

者なのだと感じております。今後も，現

状に満足することなく国内外問わず，新

たな環境へ移動し柔軟な考えを持った研

究者に成長できるよう切磋琢磨していき

たいと思っております。

愛用のカメラ（映画「ザ ビーチ」の舞台となったタイ・
ピピ島にて）。リフレッシュも煮詰まった固い頭を柔
軟にするのに有効だと思っております
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C 型肝炎治療薬開発の為の、マウス実験モデル作製への挑戦

　C 型肝炎の治療薬の開発の為には、そ

の動物モデルが重要になってきますが、

ヒトに近いチンパンジーは C 型肝炎に

感染しますが、マウスなどの動物実験に

使用される動物には感染しません。マウ

スに C 型肝炎ウイルスを感染させるこ

とが出来れば、新しく作製した治療薬や

ワクチンが高い治療効果があるかどうか、

あるいは副作用が無いかどうかを調べる

ことが可能になります。そこで、私たち

はこの C 型肝炎ウイルスに感染するマ

ウスの開発をすることが非常に重要であ

ると考え、その開発に取り組みました。

　現在 C 型肝炎の治療薬としてインター

フェロンが用いられています。このイン

ターフェロンは、ウイルスに感染すると

感染から自分自身を守る為に細胞から分

泌される小さい蛋白質です。このイン

ターフェロンと呼ばれる小さな蛋白質は

ウイルスの増殖を抑える非常に強い活性

をもつことから治療薬として使用されて

います。C 型肝炎ウイルスがマウスに感

染できないのはこのインターフェロンが

マウスの細胞から分泌されることが原因

ではないかと考え、インターフェロンが

分泌されないように、IPS-1と呼ばれる

遺伝子を破壊したマウスを使用してみま

した。実験としてはマウスの肝臓から細

胞を採取し、プラスチックのシャーレで

培 養 し ま し た。 こ の プ ラ ス チ ッ ク の

シャーレの中で培養されたマウスの肝臓

細胞を使ってみたところ、興味深いこと

に IPS-1と呼ばれる遺伝子を破壊したマ

ウスの肝臓細胞は C 型肝炎ウイルスに

感染するようになりました。

　これで、プラスチックシャーレで培養

した肝臓細胞に C 型肝炎ウイルスを感

染させることはできたのですが、マウス

の個体そのものにはまだ C 型肝炎ウイ

ルスは感染しません。そこで、我々はさ

らに研究をつづけた結果、ウイルス感染

時にインターフェロンが分泌される為に

必要な新しい遺伝子を発見しました。こ

れを Riplet 遺伝子と名付け、その遺伝

子を破壊したマウスを作製したところ、

このマウスの細胞は C 型肝炎ウイルス

によるインターフェロンの分泌が全く生

じませんでした。今後、この Riplet と

IPS-1の遺伝子を破壊したマウスを使っ

て C 型肝炎ウイルスのマウスモデルの

作製を進める予定です。遠くない将来に

マウスをつかった動物実験モデルが完成

し、新たな治療薬が開発されると期待し

ています。

押海　裕之（北海道大学大学院医学研究科　講師）

シンガポールでの国際学会に参加した際に撮影



85

農業用大型トラクター（微生物を研究している自分にとって、大型農業機械は見てい
るだけで楽しい）

畑で役立つ研究・技術開発を目指して

染谷　信孝（農・食産総研北海道農業研究センター　研究員）

筆者は農業研究機関で作物病害の軽減技

術開発を職務としている。現在、私たち

が食べている作物の多くは、本来野生植

物が備えている病害抵抗性を失っている

ものが多く、非常に病気に弱い。農薬で

病害を抑えられるが、化学農薬を減らし

たいという風潮があり、さらには病原菌

が耐性を獲得する場合も多く、確実に病

気を抑える手段は限られている。こうし

た植物病害を克服しようとする研究分野

が植物病理学であり、農薬学であったり

する。

最近、分子生物学や情報処理技術の進歩

などから、病原菌が植物を病気にする仕

組み、または植物側の抵抗性の仕組みな

ど、個々植物の病気に関わる出来事につ

いて驚くほど詳細な知見が得られるよう

になってきた。ところが、農業現場にて

病害が激発していると、最先端の知見が

農業現場に反映することができていない

現実も感じざるを得ない。基礎研究に近

い研究者の方々から見れば、自分達が見

出した知見がうまく活用されていないこ

とに不満を感じている人もいるかもしれ

ない。逆に農業現場、および現場に近い

研究者からは、より基礎研究結果から実

用技術までの間には大き過ぎる隔たりが

存在していると感じる人たちも多いかも

しれない。近年は一人の研究者が基礎か

ら応用までをカバーしきれないほど、研

究・技術開発の専門性が高まっているよ

うに感じられる。筆者が属する農業研究

機関は、ちょうど基礎から応用の全てを

受け持つべき研究機関なのかもしれない

が、やはり一人で基礎から応用まで対応

できるスーパー研究者はごくごく限られ

ている。筆者自身は若輩故と言い訳をし

ながらまだ自分の役割を決められないで

いる。病気で枯れていく作物がある畑と

実験室を行ったり来たりしつつ、自分が

一番役立てる位置を早く見つけたいと考

えている。
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「夢のある」研究とは？

山盛　徹（北海道大学大学院獣医学研究科放射線学教室　准教授）

　昨年度末、英国ケンブリッジ大学を訪

問した。そのキャンパス内でキャベン

ディッシュ研究所を目の前にし、マック

スウェル、ラザフォード、ブラッグなど

の科学史に残る研究者が為した数々の重

要な研究に思いを馳せ、彼の地おける学

問の歴史の深みを感じた。私のような生

命科学者にとり、キャベンディッシュ研

究所と言えば、ワトソンとクリックによ

る DNA 二重螺旋構造のことが真っ先に

思い浮かぶ。彼らは DNA 二重螺旋モデ

ルを完成させた後、Eagle という行きつ

けのパブに行き、『生命の秘密を発見し

た』と宣言して、周囲の客を唖然とさせ

たそうである。彼らの偉業に敬意を表し

つつ、静かにビールを啜ってきた。

　さて、学生の研究指導をしていると、

時折ふと口をついて出てくる言葉がある。

彼らの出すアイディアがいわゆる「銅鉄

実験」の域を出ないときに、「もっと夢

のあるアイディアを出してよ」と。最近

ふと振り返って、この「夢のある」研究

とは何であろうか？と自問するに至った。

その結果、自分が「夢のある」アイディ

アと言うとき、「魅力的で」、「新規性が

あって」、「意外性があって」、「研究上の

明確な意義があって」なおかつ「実行可

能な」アイディアということを意図して

いることに気づいた。一方、この文脈で

「夢のある」研究と言うとき、それが内

包する様々な制限のために意外と『夢の

ない』ものであるようにも思われた。

　我々職業研究者にとっても、この「夢

のある」研究というものは曲者である。

研究費の申請において、常にこれに類し

た内容が要求される。確かに、スタート

からゴールまで提示するアイディアは売

り易く買い易い。しかし、はじめに挙げ

たような偉人達の研究を考えたとき、彼

らの研究のうちどれだけが「夢のある」

研究だったのだろうか？ブラッグが結晶

の X 線回折について研究したとき、こ

れが将来的に創薬につながることをどれ

だけ意図しただろうか？今となっては本

当のところは知る由もない。しかし、科

学者の端くれとして、最終的には「知り

たい」という彼らの好奇心が研究の原動

力だったことに疑いはないと思うのであ

る。

　一般に広く自分の研究を受け入れても

らうため、明確な「夢のある」アイディ

アに基づく研究をすることはもちろん重

要である。その一方で、一研究者として

は、ニュートンが言ったように「真理の

大海を目の前に、その浜辺で遊ぶ子供」

の感覚を忘れたくないと思うのである。

ケンブリッジにあるパブ、”The Eagle”
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酸素が傍にある生活

　当たり前のことをタイトルにしました

が、不思議と私には当たり前ではないの

です。お金を貰って研究するようになっ

てまだ数年の駆け出し研究者ですが、こ

れまでの研究に、意図せず酸素という単

純な分子が付いてまわっているように思

います。

　最初に「彼女」（男性目線で表現させ

てください。）の存在を意識するきっか

けとなったのは、放射線治療の障壁と

なっているがんの低酸素でした。ご存知

の通り、十分な放射線効果を得るために

は標的組織がある程度酸素化されていな

ければいけません。でもがん細胞の中に

は、わざと自分を酸欠状態にして、放射

線から身を守る連中がいます。「彼女」

がいなければ細胞自身生きていけないの

に、「彼女」がいることで退治されてし

まう。単純だけど非常に不思議なことだ

なと思います。

　次に、ますます「彼女」に惹きつけら

れた事として、その存在の掴みどころの

なさです。上述したがん組織の抵抗性を

克服するためには、組織中の酸素の量と

分布を画像化する必要があります。一昨

年、私がアメリカに留学していた時には、

この酸素イメージングというものに取り

組んでいました。一見、単純に見えるこ

の試みですが、CT や MRI など画像診断

技術がここまで発展してきている現在で

も、依然として「彼女」達がどの辺りに

どれくらい身を潜めているのか正確に知

ることはできないのです。もちろん電極

を挿せば、その瞬間の酸素量を測れます

が、すぐに「彼女」達は逃げていってし

まうので、経時的には測れません。私の

研究では酸素分子がラジカルであること

を利用して、電子スピン共鳴という方法

を用いて、外から酸素の量を計測し画像

化することに成功しました。しかし一般

的な技術になるまでの道のりは遠く、今

後も長い付き合いになりそうです。

　現在は、視点を変えて細胞の酸素消費

量や、細胞に生じる活性酸素を調べたり

もしています。つまり「彼女」達が細胞

のエネルギー産生に協力している現象と

細胞を傷つける現象に関する研究を行っ

ています。こういった「彼女」達の二面

性に翻弄されながら我々生物は生きてい

るわけであり、本当に魅力的な研究対象

に思います。

　下に載せた写真は、昨年サンタ・バー

バ ラ で 行 わ れ た Oxygen Club of 

California という歴史ある酸素学会に参

加させて頂いた時のものです。これから

も「彼女」に愛想を尽かされないよう、

誠実に研究を進めたいと思っています。

安井　博宣（北海道大学大学院獣医学研究科環境獣医科学講座放射線学教室　助教）

学会中に stay したコンドミニアム
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フィールドワーク

村田　史郎（北海道大学大学院獣医学研究科動物疾病制御学講座感染症学教室　助教）

　以前、ロシア極東地区への採材に参加

させて頂く機会がありました。季節は夏。

場所はチュコート自治区のアナディル市

近郊に位置する、手付かずの自然が残る

広大なツンドラの大地です。採材場所ま

での移動手段は船、現地での移動手段は

徒歩、宿泊はテント、食事は…。日常で

は経験することの無いアウトドアライフ

を送ることとなりました。

　採材の目的は野鳥に感染するウイルス

の調査でした。私自身の目的は、鶏に癌

を引き起こすことで知られるマレック病

ウイルスの調査でした。マレック病は元

来鶏の病気ですが、2001年北海道にお

いて1羽のマガンに世界で初めてその発

症が確認され、野鳥にどの程度ウイルス

感染が広がっているのか調査を行う必要

性があったためです。そこで、この時は

マガンの営巣地であるロシア極東地区で

採材を行うこととなりました。この時期

は、マガンは換羽期で飛ぶことができず、

陸上で捕獲することが可能です。実際に

マガンが生息する湖の畔に網を張り、そ

の罠に向かってマガンを追い込み捕獲し

ました。言葉での説明は簡単ですが、体

力的にも精神的にも過酷な作業でした。

　罠を仕掛け、数時間の仮眠をとった後、

捕獲が開始されました。現地の研究者に

も協力を仰ぎ、作業は順調に進みました。

採材も終了しキャンプに戻った後、サン

プルの処理を行いました。全ての処理が

終わりテントの外に出ると、辺りは薄暗

く日が暮れる直前でした。写真はその時

のものです。この時、ようやく周囲の景

色をじっくりと見る余裕が持てました。

余談ですが、この時期はほぼ白夜に近い

状態で、日が沈んだ1〜2時間後に日が

昇ってきます。1日のほとんどが明るく、

時間の感覚も狂いなかなか寝付けません

でしたが、疲労のためか日が経つにつれ

徐々に眠れるようになりました。そうし

て迎えの船がくるまでキャンプを続け

（連絡手段が無いため、決められた期日

まではキャンプなのです！）、ラボへと

材料を持ち帰り解析に供しました。

　この採材から数年が経ちました。この

調査が行われるまで、野鳥での分布状況

は全く知られていませんでした。この時

に得られた結果が、現在私たちのラボで

行っている野鳥でのマレック病ウイルス

研究の礎となり、一つの転機をもたらし

ました。フィールドでの調査によって得

られるデータは、今起こっていることを

示すまぎれもない事実であり、重要な研

究活動であると常に感じています。です

から、機会があればまた…。

採材が終わると辺りは薄暗く、日の入りの時間をむか
えました
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安東　頼子（北海道大学大学院医学研究科　特任助教）

日日是好日

　物理‐化学分野で学位を取った私が、

バイオ研究（概日リズム中枢メカ二ズ

ム）を始めたのは、今から3年半ほど前

です。初めて顕微鏡で細胞を観察した時

の、何とも言えない感動を覚えています。

今から考えれば、ただの培養細胞だった

のですが、それまで生きている物を研究

対象にした事が無かったので、“生きて

いる” というその存在感に感動したのだ

と思います。初めの１、２年間は右も左

も分からない状態で、大学院生にモレ

キュラーのいろはを習いました。３年程

たった現在でも、教わる方が圧倒的に多

い日々です。

　目の前の事をこなしていくのが精一杯

な毎日なのですが、フッと「これでいい

のだろうか……？」と思う事もあります。

余剰博士問題や政権毎に変わる科学研究

政策など若手研究者の悩みは尽きないと

ころですが、その中でも社会貢献につい

て考える事があります。私が現在行って

いるのは、基礎研究であり、この研究成

果が直ちに社会に還元される訳ではあり

ません。しかし、基礎研究＝ “真理の追

究” であり、森羅万象を少しでも理解し

たいという人間の営みであり、未来に向

けた研究だと理解しています。一方で、

医学分野では例えば、がん研究、再生医

療、新薬開発など、直接的に社会に還元

される（可能性のある）研究に携わった

方が良いのだろうか？と頭によぎらない

事もありません。また、東日本大震災も

あった事から、決して安くないお金は一

体どの様に使われるのが正しいだろうか

……？など、なかなか答えの出ない問題

で逡巡しています。

　研究以外のところで研究者が役立つ事

がないだろうか、とも考えました。我々

研究者が大学院生のころから徹底的に叩

き込まれるのは、正確な観測を行い、デー

タを解析し、客観的に判断する事（簡単

で は あ り ま せ ん が ） だ と 思 い ま す。

３１１以降、メディアでは様々な数値

データ、単位とその解釈が溢れ、混乱し

ている様でした。我々が普段当たり前の

様に使っている、ミリやマイクロといっ

た単位も、一般の人達には馴染みが無い

様です。たとえ専門外だとしても、報道

されているデータやその解釈の科学的根

拠が信頼のおけるものかなど、ある程度

判断する事が出来るのではないでしょう

か。私はまだ自ら発信出来るレベルには

ないですが、研究者がソーシャルメディ

アの一部を担えるのではないかと思いま

した。基礎研究をしていても、科学の世

界だけに生息するのではなく、どこか社

会と繋がっていたいと願っています。

ラボメンバーと（2010年度送別会にて）
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水ぶくれマウスとともに歩む研究生活

　皮膚科の外来を訪れる患者は、接触皮

膚炎（＝かぶれ）、慢性湿疹、乾燥性湿疹、

アトピー性皮膚炎、足白癬（＝水虫）、

尋常性疣贅（＝イボ）、円形脱毛症、乾癬、

ニキビなどのいわゆる common disease

が大半を占める。一方、私の研究対象疾

患である自己免疫性水疱症（全身に水ぶ

くれができる病気）は決して common

な病気ではない。数万人に１人程度の発

症頻度である。しかし、発症した症例の

大半は入院治療を要することとなり、改

善まで長期間かかることが多い厄介な病

気である。この疾患は、皮膚の構成蛋白

に対する自己抗体が皮膚に沈着すること

によって発症する。そんなシンプルな病

態に魅力を感じ、水疱症研究を行ってい

る。しかしよく勉強してみると、その細

部は実に謎だらけであった。特に、抗体

が付くとなぜ水疱ができるかという点と、

なぜ自己抗体ができるかという点におい

て。

　水疱症業界では動物モデルを用いた研

究が盛んで、北大皮膚科もそのブーム

（？）に乗っかっていた。私は水疱性類

天疱瘡という病気の新規モデルを上司の

指導の下に開発した。初めてマウスに水

疱ができたときは、天にも昇る気分だっ

たのを覚えている。しかし、そのマウス

モデルが問題だらけで手に負えないので

ある。問題点は以下の通り。①発症の程

度の制御が難しく、同じ条件で作製して

も全く病気を発症しないマウスや短期間

で死んでしまうマウスが時々生じてしま

う、②遺伝子欠損を組み合わせたマウス

を用いているため、繁殖能力が低く、虚

弱な個体も生まれてくる、③以上の理由

により、再現性のある結果を出すために

は膨大な数のマウスを管理しなければな

らない。気づいたらマウスと戯れて丸５

年が経過した。その間、マウスのハンド

リングは上達したものの、皮膚疾患の知

識量には大きな変化がないように思える。

もう少しバランスよく生活しなければと

反省しつつ、動物実験室に通う日々が続

いている。

氏家　英之（北海道大学大学院医学研究科皮膚科学分野　助教）

研究室にて、ラボメンバーと共に。後列左端が筆者
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生物が好きで突っ走った半生

松本　幸久（北海道大学大学院理学研究院行動知能学講座水波研究室　学術研究員）

「この子は将来、生物学者になる」。今

から30数年前、私の祖父が当時6歳の私

が描いたアメーバ、ニハイチュウ、ヤム

シなどの絵を見て私に言った言葉だ。私

は幼少から生き物が大好きで、小学生の

頃には親に与えられた百科事典の「生

物」の巻を擦り切れるほど読んだり、買っ

てもらった顕微鏡でドブ水の中の微生物

を観察したり、家の裏山で採ってきたマ

ニアックな昆虫を飼育したり、海水浴に

行っても泳ぎもせずにヒラムシやコツブ

ムシを採り観察したりしていた。将棋の

奨励会員が常に将棋づけの日々を送るよ

うに、当時の私はまさに生物づけの日々

を送っていた。中学生の時には採ってき

た薬草やキノコを生薬にしては自ら服用

することにハマったため、大学進学の際

に医学・薬学への道も考えたが、結局は

生物学の道を選んだ。「大学にはきっと

自分と同じ生き物好きがごろごろしてい

るだろう」と期待を抱き、地元の岡山大

学の理学部生物学科に進学したが、同期

の中に生き物について私と同等に語れる

人が全くいないことを知り愕然とした。

期待が裏切られたせいか私の「生物熱」

は急激におさまり、学部生の3年間は

元々大好きだったスポーツ（特に部活も

所属していた硬式テニス）にあけくれた。

しかし、学部4年生で動物生理学研究室

に所属すると、ラボの先輩方は私と同じ

「クラスに一人はいる生物マニア」ばか

りで、そこで私の生き物熱は再燃した。

研究についても実験のアイデアが次から

次へと出てきて、文字通り寝る間を惜し

んで研究していたが、楽しくて仕方がな

いので全く辛くはなかった。

そして理学博士の学位を取得してはや

13年。学振のポスドク、産学連携研究員、

3回の海外での研究留学などを経験し、

これまでに研究の職位が14回も変わり、

引っ越しも14回し（もちろん全て自腹）、

現在は北海道大学で研究のバイトをして

いる。無給やバイトの研究期間は述べ5

年を越えた。祖父の言った生物学者とは

このことだろうか？現在でも研究のアイ

デアが泉のように溢れてきて、やりたい

研究テーマの数は常に20を越え、その

中には私達の研究分野で大きなブレイク

スルーとなり得る研究も含まれるが、ふ

と「 い つ ま で 研 究 が 続 け ら れ る だ ろ

う？」という思いが頭によぎり動けなく

なることがある。貧すれども鈍せずにい

られたい。自分の生物研究へのモティ

ベーションを保つためにも、大学または

研究所においてパーマネントな職を得る

ことが現在の一番の課題である。

「味もみておこう。なるほどゴキブリってこんな味が
するのか」生物好きが高じてマダガスカルゴキブリを
食す筆者
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白砂　孔明（帯広畜産大学畜産衛生学研究部門　特任助教）

「面白さ」を追求する

　2011年7月、女子サッカー日本代表

チーム「なでしこジャパン」は、見事に

ワールドカップで初優勝の栄冠に輝きま

した！国際サッカー連盟主催大会で日本

が優勝したのは男女を通じて初めての快

挙になります。私は朝の3時半からテレ

ビに噛り付き、優勝決定の瞬間は近所迷

惑になるほどの大騒ぎでした。

　埼玉県出身の私は、単なるサッカー好

きを通り越して浦和レッズの熱狂的サ

ポ ー タ ー で あ り ま す。 浦 和 レ ッ ズ は

2006年に J リーグを制覇、続く2007年

にはアジアチャンピオンズリーグまで制

覇し、日本のビッグクラブと呼ばれるま

でになりました。しかし、この浦和レッ

ズが2009年辺りからもがき苦しんでい

ます。「攻撃的で、選手・観客の全てが

ワクワクするような “面白いサッカー”

を創造する」ことを目標として改革を進

めていますが・・・。結果がなかなか伴

わず、選手が苦しそうにしている姿を見

るのは非常に辛いです。今は必死で耐え、

高い壁を乗り越えるための大事な時期だ

と認識しています。希望の若手選手達が

翼を広げ始めているのも手に取るように

分かります。レッズスタイルの面白い

サッカーを創り上げ、「新生浦和」を世

界に見せつけることを信じてサポートを

続けていきます。

　この浦和レッズへの想い、私は良く自

分の現状に置き換えています。常日頃、

「面白い研究って何だろう」と考え続け

ています。単純な疑問ですが、全く答え

が見つかりません。現状の研究における

実力・発想力不足があるため、「面白く

ない」と先生方からご指導を受けること

も良くあります。恐らく、考えたからと

いってすぐに面白い研究が思い浮かぶわ

けではないと思います。毎日考え悩み続

け、少しずつでも成長することが大事で

あると言い聞かせています。この高い壁

に挑み続け、誰もが面白いと思える研究

へ辿り着き、自分のスタイルを構築する

努力をしていきたいと考えます。

　なでしこジャパンはこのまま輝き続け

て突っ走るでしょう。浦和レッズは “ワ

クワクする面白いサッカー” を創造でき

るはずです。選手たちの頑張りや姿勢か

ら存分な刺激を受け取り、私は “面白い”

研究を創り上げ世界で輝けるよう努力を

続けます。

帯広畜産大学生殖科学研
究室の合同写真です。後
列右から3人目が筆者です



第₄章　社会貢献活動助成金受領団体活動概要

◦ 強制連行・強制労働犠牲者を考える

　 北海道フォーラム

◦ チャイルドライン　はこだて

◦ エコビレッジライフ体験塾

◦ 「飛んでけ！車いす」の会

◦ レター・ポスト・フレンド相談ネットワーク

◦ 旭川 LD 親の会　ぷりずむ

◦ 北海道スローフードフレンズ帯広

◦ 特定非営利活動法人　 めむの杜

◦ 旭川障害者スポーツ振興支援会

◦ 北海道自然史研究会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔受付順・敬称略〕
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韓国から訃報を伝えるメールが届いた。

池玉童さんの逝去を伝えるメールだ。

戦時下の北海道に、池さんは19歳で当

時の朝鮮から連行された。労働現場は宗

谷郡猿払村浅茅野台地、急ピッチで進め

られていた日本陸軍の飛行場建設現場

だった。現場では、強制的に動員された

多くの朝鮮人　労務者が働かされていた。

高い所で見張る日本人　監督の罵声が飛び、

池さん自身も棍棒で殴られ、右耳の鼓膜

が破れて聞こえなくなった。多くの仲間

が死んだ。自分で仲間の遺骸を埋葬する

こともあった。

浅茅野の工事がひと段落すると、次は九

州に連行され、日本の敗戦を迎えた。命

からがら故郷にたどり着いた池さんは、

凄惨な現場での労働を振り返り、いつも

自分だけが ｢ 生きて帰って申し訳ない ｣

との思いに駆られ続けてきたという。そ

の後、池さんは南北（朝鮮）戦争も経験。

民族の血で血を洗う争いに従軍し、｢ 大

韓民国戦争有功者 ｣ の表彰も受けた。し

かし、池さんに感想を求めると、｢ 戦争

なんて一つもいいことない ｣ という一言

だった。

2009年5月、私たちは池さんを浅茅野

飛行場建設犠牲者発掘事業に招待した。

池さんは二度と再び行くまいと思ってい

た北海道への招待に迷ったという。だが、

犠牲になった朝鮮人　同胞の遺骨が発掘さ

れると聞いて来道を決心した。

日本語を話す息子の妻に手をひかれて

60数年ぶりに浅茅野の地に立った池さ

んは、発掘現場から掘り出されたバラバ

ラの遺骨を見ながら涙ぐんだ。当時の記

憶を辿りながら、仲間の遺骸を埋めたは

ずの場所を探し歩いたが、ついに見つけ

られなかった。懸命に遺骨を発掘する日

本人　や在日韓国人　の若者たちに出会い、

少しづづ過去への恨（ハン ※）が解け

ていった。帰国した池さんは、もう一度

北海道に行きたいと家族に打ち明けた。

し か し、 そ の 思 い は 果 た せ ぬ ま ま、

2011年7月6日、84歳で病で目を閉じた。

　強制連行の事実に歴史的な責任を負う

べきは、日本政府と労働者を使役した企

業にある。彼らが犠牲者の傷みに責任を

果たしているとは言えない。今、東アジ

アの人　々と出遭い、過去の記憶を呼び覚

まし、恨を解く仕事を試みているのは北

海道フォーラムなどの市民運動だ。4月

からフォーラムのメンバーと韓国の人　々

がつながる「遺骨奉還・和解と友好のた

めの東アジアネットワーク」が出発した。

池玉童さんの恨を本当に解くため、遺骨

を調査し、遺族に届ける活動を続けてい

きたい。

遺骨奉還・和解と友好のための東アジアネットワーク：殿平 善彦
強制連行体験者、池玉童（チ・オクトン）さんを悼む
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チャイルドラインはこだて：代表　小林　恵美子
子どもの心の声を聴く

　チャイルドラインとは、18歳までの

子どもがかける子ども専用電話です。悩

みに限らずどんなことでも話せます。電

話をかけてきた子どもは、自分自身の気

持ちや抱えている困難について話すこと

で心を開放し、ホッとしたり、混乱した

感情を整理したり、解決の糸口を見つけ

たりします。ただ何となく誰かと繋がっ

ていたい、そんな気持ちにつきあうこと

もあります。

　チャイルドラインは、ヨーロッパを中

心に始まった活動で、日本では1998年

に初めて世田谷に誕生しました。2010

年9月1日現在、43都道府県71団体が活

動しています。「名前は言わなくていい」

「秘密は守る」「イヤだと思ったら切っ

ていい」「なんでも一緒に考える」とい

う全国共通の子どもとの約束があります。

また、大人　は子どもたちに指示や説教を

しがちですが、「子どもは、自分のこと

を真剣に受けとめ信じてくれる大人　の存

在を実感できれば、そのほとんどの問題

と向き合い、とりくみ、自ら解決してい

く力を持っている。」という子ども観を

全国で共有しています。指示や説教をせ

ず、なんでも一緒に考え「聴くに徹する」

電話、それがチャイルドラインです。

　函館では、2004年12月から毎週木曜

日の午後4時から8時にフリーダイヤル

で開設しています。内容としては、人　間

関係の悩み・いじめ・性に関すること・

雑談（誰かと繋がっていたい）などが多

くなっています。かかってくる時間帯で

最も多いのは、4時台・5時台になって

いて、携帯電話からかけてくる子どもが

6割に上っています。

　そんな子どもたちの心に寄り添う大人　

として、電話に出る「受け手」の人　材確

保はチャイルドラインの要です。今年も、

5月29日から8月21日日まで、全10回の

「第8期受け手養成講座」を開催しまし

た。チャイルドラインの受け手は、専門

家である必要はありませんが、「聴くに

徹する」「子どもの心に寄り添う」とい

う基本的なスタンスが求められるため、

誰でも受け手になれるという訳ではあり

ません。そのため、受講を修了した方を

対象に講師陣による審査を行い、今年は、

新たに4人　の受け手を確保することがで

きました。

　子どもたちには、毎年、各学校を通じ

て（小・中・高）ポスターや名刺大の子

どもカード、子どもチラシなどを配布し

て、チャイルドラインを伝えています。

　「子どもの心の声を聴く」活動は、大

変地味な活動ですが、「子どもの心の居

場所」のひとつになることを願って、今

後も続けて参ります。

子どもに
チャイルドライン
を周知するための
「子どもカード」
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■活動を通して思うこと

　私はヨーロッパのエコビレッジを訪ね、

その日常的な生産や暮らしの場が多くの

人　びとの学びや交流の機会として活用さ

れ、地域資源の活性や地産地消の基礎を

築いている点に着目し、北海道の地域再

生のヒントだと考えました。

　当会ではそのエコビレッジのコンセプ

トに基づき、農業や環境、経済などのテー

マを包括的、実践的に学ぶ通年の塾を開

催しています。

　鶏をさばく実習では、参加したすべて

の人　が自分の食べ物が他の生き物の命で

あることを痛感し、その食べ物を無駄に

すべきではないと感想をのべました。ま

た、稲刈りの時期には、どのくらい収穫

があるか、上手に乾燥してお米にするこ

とができるか楽しみと不安が湧いてきて、

まさに人　事を尽くして天命を待つという

心境を共有しました。

　わずか2反の畑では様々な廃材を循環

させる農法で多品目の野菜を栽培し、除

草や害虫駆除は手で行っています。売り

物のような大きくて整った形の野菜は取

れませんが、手作りの喜びを味わうとと

もに、大規模な生産者の苦労も感じてい

ます。

　小面積を自給のために耕すのと、大面

積を経済行為として耕作するのでは作物

に対する見方もケアをする技術も根本的

に異なります。北海道は元来大規模農業

を指向してきたため、自給農業技術の蓄

積が乏しいようですが、これからは一人　

でも多くの市民が生産に関わり、自給の

ための栽培スキルを磨く必要があると思

います。

　というのも、大型機械や農薬、化学肥

料の大量使用は地球温暖化を促進するだ

けでなく、自然の循環バランスを崩し生

物の多様性を損なうなど明らかな弊害が

あります。一方で、経済原理一辺倒で生

産物を扱う消費社会や後継者のいない農

村の実態を見ると、農家ばかりを責める

のは不適切です。都市住民が少しでも生

産現場に近づき、自ら自然の営みを感じ

ながら作物を育てる体験をすることで、

1年365日、いつでも好きなものを好き

なだけ手に入れたいという消費者目線を

変え、生産者と互いに支えあう関係をつ

くることが肝要だと思います。

　エコビレッジの目指すものは持続可能

なライフスタイルの創出に尽きます。そ

れは省エネ家電を揃えてハイブリッド

カーに乗ることで実現するものではあり

ません。人　間以外の生物も含めて他者と

分かち合う生き方、シンプルだけれど社

会的精神的にも豊かな暮らしの追及、そ

れを広く多くの人　びとと共有していきた

いと願っています。

北海道エコビレッジ推進プロジェクト：坂本　純科
エコビレッジライフ体験塾の開講

稲の収穫後、はさがけの前で満面の笑顔
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認定 NPO 法人「飛んでけ！車いす」の会：事務局長　佐々木　香澄
車いすサミットと広がる心のバリアフリー」

　「同じように海外に車いすを届けてい

る団体を集めてサミットを開催しよう」、

そんな意見が出てから、プロジェクトは

すごい勢いで進んでいった。

　サミット参加候補者たちは車いすを海

外に送っている団体が主である。もちろ

ん、当会からも車いすを使う当事者の参

加はあるし、他団体からの参加も考えら

れる。そうなると考えなければならない

のは、サミット会場と宿泊場所の確保に

なる。

　ニセコにロッジを持つ当会会員の力を

借り、ニセコでホテルへの交渉が始まっ

た。障がい者用多目的トイレは一階のみ。

それはエレベーターで移動すればなんと

かなる。問題は部屋での洗面台などであ

る。それに加えて、大浴場の使用も難し

い。交渉を進めていくが、ホテルとして

も半年以内の急激な改装は不可能であろ

う。わかっていながらも、全員で楽しめ

るように最大限の交渉を試みる。

　まずは部屋である。一部屋の洗面所に

手すりを付けてくれるということになっ

た。手すりがあるだけで掴まり立ちので

きる人　の世界がぐんと広がる。大変あり

がたいことである。

　次に大浴場。大浴場の中まで、車いす

の方を抱えていくのは地面も滑るし非常

に危険である。シャワーチェアーと呼ば

れる、ビニル素材でできていて濡れても

大丈夫な車いすが必要と訴えてみる。最

初はそんなもの聞いたことがないよう

だったが（なかなか見る車いすではない

ので、当会スタッフでも知らない人　もい

た）、それに関しても一台仕入れてくれ

るとのこと。大変ありがたい。

　ばたばたと準備し、あっという間に当

日になった。スタッフが集合し、館内を

散策する。障がい者用多目的トイレもエ

レベーターから非常に近く大満足。部屋

の手すりにも大満足。そして、シャワー

チェアーに初対面。これなら、みんなで

お風呂に入れる！大満足である。

　サミットが始まり、盛んな議論が行わ

れた。自由参加のアクティビティでは、

ホテル横のゴンドラで山に登る際、ホテ

ルの方々の気転により車いすの方が乗る

ときは、ゴンドラを一次停止してくれた。

そのおかげで、みんなで安全に山登りを

楽しむことができた。

　最後に当会の設立当初から会員である

ある方のお言葉を借りる。「バリアフリー

とは施設を段差なくすることではない。

困っていたら助けてあげる、手を貸して

あげる、そういう気持ちがあると多少の

段差なんて関係ない。心のバリアフリー

が一番必要なんだ。」

　サミット開催に多大なるご協力をいた

だいた堀井さん、ホテルニセコアルペン

の皆様にこの場を借りてお礼申し上げる。

みんなで見た景色は格別
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特定非営利活動法人レター・ポスト・フレンド相談ネットワーク：理事長　田中　敦
ひきこもり経験者が取材活動を通して感じたこと

　北海道ひきこもり支援ハンドブックの
主要項目である支援団体への取材は、全
てひきこもり経験者が担当した。私もそ
の中の一人　である。当初は、北海道全域
に点在するひきこもり支援団体を取材す
るという構想に正直言って「できるのだ
ろうか」と自分の心の中にもう一人　の自
分の声が響き渡り、マイナスへマイナス
へと自分を追い込むことには誰にも負け
ない私にとって、「ハンドブック」作成
という作業は決して平坦なものではな
かった。
　ある取材先へ向う途中小雨が降り注い
できた。夕方に差し掛かり道に迷いなが
ら強風で壊れかかった傘を差し、もう一
人　の取材者と顔を見合わせ、ふと立ち止
まり「たいへんだな」と言葉をもらした
時、いつものようにマイナス思考の自分
が顔を覗かせていた。気持ちも萎えてし
まいそうな状況の中で、「何の為に自分
はここにいるのか」という単純だが、人　
間の持つ原初的な問いかけをせずにはい
られなかった。おおげさだが、取材先へ
向う道すがら、これまでの自分の人　生を
振り返るという作業をしている自分がそ
こにいた。そして、事前準備したのにす
べてがうまくいかないことへの腹立ちと
情けなさが、瞬間的に頭の中を過ぎり、
この繰り返しが自分の欠点であることが、

漠然としてではなく具体的な形として
はっきり見えた。
　今振り返ると自分の持つ完璧さという
ものが、予定不調和の状況を認められず、
落ち込んでしまったのだろう。だが、世
の中とはこんなもので、全てが完璧にう
まく進行することはないのだということ
を身体に刻みこんで取材を終えることが
できたことは、一つの収穫だった。「か
わいい子どもには旅をさせよ」と昔の人　
は言ったが、四十を過ぎた大人　がそのこ
との意味をおぼろげながら知ることに
なった。
　ハンドブックの取材では、生まれて初
めて作った名刺を70人　以上の人　へ渡し、
同時に同量の名刺をいただいた。私の人　
生の中でこれだけの人　的交流は初めての
ことで、その分現実とのギャップを感じ、
社会で働く人　達の厳しさも感じ取ること
ができた。そのような意味で、今回の取
材活動は、取材自体をこなすこと以上に、
自分の考え方の偏りや、狭い世界でしか
生活してこなかった自分にとって、未開
の大地に足を踏み入れることでしか分か
りえなかった「現実」を様々な取材先と
いう「現場」から教えてもらう良い機会
となった。この貴重な経験をぜひとも次
に活かしていきたい。

北海道
ひきこもり支援
ハンドブック

非 営 利 活 動 法 人 レ
ター・ポスト・フレン
ド相談ネットワーク主
宰の概ね35歳以上の
ひきこもり当事者たち
の緩やかな集まり、自
助グループ「SANGO
の会」月例会の模様
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　子ども達の一番の苦手は「企画し実行

する」「周囲の空気を読む」という事だ。

宿題の提出を例にあげると、宿題の話の

要点を覚えられない ( 企画できない ) か、

こだわりすぎて肝心なところは覚えてい

ない ( 細かく企画しすぎる )。運良く一

番重要な部分をノートに書き出すことが

出来たとしても、家に帰ってノートに書

いたのを思い出すかどうかは殆ど期待で

きない。大体は提出日の朝や前の日の夜

遅くに思い出し周囲は大変な思いをする。

　提出出来ないのでテストの点数が良く

ても内申点に響き成績が伸びない ( 実行

できない )。またはついテレビを見てし

まったりして宿題をやらず親に怒られる。

授業中も先生の指示の重要な部分が解ら

ず、必死に時間が過ぎるのを待つ。故に

変な行動を取ってしまう ( 場の空気が読

めない )。体育も至難の業だ。目のピン

ト調整がうまくいかない子は、体育館の

壁が迫って来るような感覚に襲われ気持

ち悪くなるが、感覚的なものなので人　に

伝えにくく誤解されてしまう。外で体育

をしても光過敏の子は気持ち悪くなる。

　身体を捻るのが苦手で、体幹を上手く

感じることが苦手だという子は、しんど

い場面が学校の中で多々出てくる。イス

に座る、はさみを使う、給食を食べる、

板書をする等の時しんどさの波は押し寄

せてくる。なぜならば学校での行動はみ

んなと同じペースで歩んでいかなければ

ならないからだ。早く行きすぎるもの、

ゆっくり過ぎる事も許してくれない。周

囲と同じペースを保つことは発達障害を

持つこども達にとっては地獄絵図の様で

ある。

　当事者に言い分があるが、それが社会

的に受け入れられなければ発言した方は

不利である。それを解っている子ども達

は「自分たちの困難」について口をつぐ

んでしまう。今助成金では発達検査「Ｗ

ＩＳＣ―Ⅲ」の検査結果を検討し「困難」

をひもとき、さらに実践を行い、子ども

達が自分たちの困難を自分たちの口で語

れるよう行ってきたつもりである。子ど

もたちは「学校では馬鹿にされるけど、

ぷりずむは誰も馬鹿にしないよ」と必ず

言う。学校は「馬鹿にしている」つもり

はないと思うが、子ども達はどこが困っ

ている部分なのかを把握し認めてあげて

適切な対応策をしないと、「馬鹿にされ

た」と感じるようだ。子ども達の言葉は

曖昧で、社会的に成熟されていない。そ

れ故に私達大人　は注意深く子どもの言葉

やエピソードを観察し対応策を練らなけ

ればならないと感じた今事業であった。

旭川 LD 親の会ぷりずむ：代表　児島　恵
発達障害を持つ子のための学習とスポーツマネージメントプログラム

拡大事例検討会でのグループセッション
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スローフード・フレンズ北海道（旧：北海道スローフード・フレンズ帯広）：事務局　嶋田　直美
楽しく美味しく　親子で地域食・農業体験隊～幸せはあなたの足元に！

　スローフード運動は、20年ほど前に
イタリアの地方都市で生まれました。
ファストフードに代表される社会の効率
化や画一化に異を唱え、食べることを通
じて未来を幸せにしようとする運動です。
現在約150カ国に10万人　の会員がいる
国際ＮＰＯとして、ネットワークを広げ
ています。
ス ロ ー フ ー ド・ フ レ ン ズ 北 海 道 は、
2002年に北海道スローフード・フレン
ズ帯広として発足しました（2011年に
名称変更）。生産者や料理人　をはじめと
する多様なメンバーが、スローフードな
食卓や暮らしを実践し、支えあうための
ネットワークであり、日々の活動は、メ
ンバーがそれぞれの地域で行う、小規模
な農業体験や食育活動、勉強会等が中心
となっています。
　今回、秋山財団の助成をいただき、親
子を対象とした食育・農体験事業と、映
画上映・トークセッションを実施しまし
た。
　食育・農体験事業は3ヵ所で開催し、
東川町では米と豆を、新得町ではじゃが
いもを、札幌市ではこんぶを素材に、生
産者との交流、調理体験等を行いました。
小さい規模、良い素材、シンプルな内容
で、子どもたちの持つ味覚や感性を育て
ると同時に、それらの事業の企画運営を
通じて担い手を育成することができまし
た。
　一方、映画上映とトークセッションは、
規模の制約がある体験事業を補うもので
あり、予想を超える市民の参加がありま
した。多くの方々に、叙情的な映像を通
じてスローフードの目指す未来を感じて
もらうことができたのではと思います。
　今後も、食を通じて地域を見つめ直し、
心のあり方や生き方を問い直すような取
組みを続けていきたいと思います。

　
スローフードとは「お皿の外」を考えること。
　たとえば、稲穂が実る美しい農村の風景。
　たとえば、漁師のおじさんの人　なつっこい
　笑顔。
　たとえば、農家のおじさんのごつごつした手。

スローフードとは「感性」を育てること。
　たとえば、「本当の味」を感じる舌。
　たとえば、「気持ちよい森」を感じる心。
　たとえば、「家族で囲む食卓」の大切さ。

スローフードとは「日々の暮らし」が基本。
　たとえば、自分の「家族」のこと。
　たとえば、自分が暮らす「地域」のこと。
　そして毎日の「食事」のこと。

スローフードとは「世界」を考えること。
　企業にどんどん占有されている「種」のこと。
　世界で取り合いになっている「水」のこと。
　食糧不足に苦しんでいる「人　々」のこと。
　そして、地球上すべての「生命」のこと。

そして、今すぐに誰にでもはじめられる環境
運動。
　今夜のおかず、どうしよう。
　職は毎日あり、食は世界につながっている。
　「何を食べるか」は「どう生きるか」という
　こと。

2010年10月2日「じゃがいも畑でつかまえて」の
様子（新得町）
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私たち NPO 法人　めむの杜は、「人　と人　と

の繋がりを原動力に、町民自らの手でま

ちづくりをしよう」と町民有志が立ち上

げた市民団体です。

　「孤立」という言葉がクローズアップ

される時代。そんなときこそ「繋がり」

を確かめながら皆がイキイキと活躍でき

る「場」を創り、そこから生まれてくる

力で地域を輝かせたい―。そんな思いで、

いま「コミュニティ・レストラン」設立

に向けて準備を進めています。「食」が

もつ力で地域を繋ぎ育てたいのです。

　その一環として行っているのが、本助

成の対象としていただいた「若者サポー

ト事業」です。

　対人　関係に困難を覚えるなどし不登校

を経験した10代の若者たちが地域や社

会と繋がるきっかけを得られるようにと、

町の図書館内に設置された喫茶コーナー

のスタッフ業務を若者たちに就労体験と

して提供するという内容の事業です。

　事業開始当初は接客にいささか固さや

ぎこちなさが目立っていたスタッフたち。

　でも、専門家を招いての接遇レッスン

や美味しいコーヒーの淹れ方講習、自分

の心を大事にしながら自己表現ができる

ようになるためのアサーティブネス講習

を受けたりする中で、接客対応も見違え

るように安定感と柔らかさを増していき

ました。

　自分のペースを掴んだのか、込み合っ

てもドッシリ落ち着いている彼女たちの

様子に、周りの大人　たちの方が驚かされ

ること度々でした。

　また、スタッフたち自身の能力や資質

の向上を図る事業だけではなく、彼女た

ちを見守ってゆく「地域」の意識醸成の

ための事業（講演会など）も同時に行い

ました。

　それらを通し、いままで「見えない存

在」になってしまっていた彼女たちが、

少なくとも「地域で共に生きる、見える

存在」になることはできたように思いま

す。

　ただ、今後に向けての課題もたくさん

見つかったことは事実です。

　経済面での喫茶コーナーの自立度がま

だまだ低いこと。これはスタッフたちの

やりがいと「自信」の涵養にはとても重

要なことがらです。また、若者たちが抱

える困難をどれだけ地域全体で共有して

ゆくことができるか、そのための工夫の

余地はまだまだありそうです。

特定非営利活動法人　めむの杜：代表　小寺　卓矢
個性を尊重し、共によりよく生きる地域づくり事業

町民の憩いの場である図書館で就労体験
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旭川障害者文化スポーツ振興支援会：会長　増田　修一
新しいアダプテットスポーツを創設するまちつくり

　私たち「旭川障害者文化スポーツ振興

支援会」は、地域の人　たちに障害者スポー

ツ等の良さを知ってもらい、「誰にもや

さしい旭川つくり」をテーマとする街つ

くり活動を提案する中で、

１. 障害者スポーツや文化活動に挑戦す

る地域のアスリートたちの支援

２. 障害者スポーツを通じたユニバーサ

ル・デザインとバリアフリー活動の普及

３. 国内外の大会誘致を伴う障害者ス

ポーツ・文化のメッカ・旭川の実現

を具体的に進めるために、人　的，経済的，

精神・心理面での支援を継続しています。

私たちが一つの方法として誰にもやさし

い街つくりを進めるとき、障害の有無、

年齢差にも拘らずに誰もが一緒に楽しめ

るアダプテットスポーツを新たに創出で

きる、地域の人　たちと「やさしさの工夫

を共創する」新たな人　材の育成が急がれ

ています。

性別、年代差、障害の有無に関わらず、

一緒に楽しめるアダプテットスポーツを、

地域の積極的な障がい当事者はじめ、地

域で共に暮らす自分たちの手で創作する

ことが、単なる障害者スポーツの新規創

造発展に留まらず、意識して地域を愛す

る人　材が育つ一つの街つくりの進め方と

考えています。

このような新たなアダプテットスポーツ

の共創を通して、今後のまちづくりに必

要なユニバーサル・デザインの発想やバ

リアフリーの工夫を盛り込む新しい発想

とノウハウを備え持つ公共の担い手育成

が、この積極的な意識ある世代間交流を

通して進められます。

こうして創られる、新しい誰にもやさし

いアダプテットスポーツには新しい用具

つくりと、その愛好者の拡張が必要にな

ります。さらに、この手づくりの「やさ

しさの工夫を共創する」ことを通して、

地域の若者と元気なお年寄りの楽しげな

交流機会と場を積極的に創造していくこ

とが大切です

そのためにも、これからも新しいアダプ

テットスポーツ「車いす野球」・「フロア

スレッジホッケー」を普及させるため、

地域、北海道内外の障害者スポーツ関係

者に呼び掛けてこれらの紹介、普及のた

めの競技大会を続けて開催し、地域、北

海道内外の市民の参加を広く呼び掛けま

す。

　このような、地域内の連携によってア

ダプテットスポーツを盛んにする新たな

地域システムを構築していくことで、内

外からの訪問や滞在交流度が高まり、元

気で明るい新たなまちづくりにつながる

ものと考えます。

フロアスレッジホッケー… 害者スポーツ指導員実務
研修による普及拡大
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　北海自然史研究会は、道内の博物館等

の自然史系学芸員を中心に、北海道内の

自然史に関するネットワークづくりのた

めに1993年に立ち上げられました。北

海道の自然に関心がある方ならどなたで

も参加でき、メーリングリスト等により

自然観察会や講演会のお知らせ、道内の

自然史研究・普及事業・展示事業・自然

保護活動に関する意見・情報、自然に関

する質問・問い合わせなどの情報交換を

しています。

　2010年度からは、自然史関連論文等

をデジタル化して集積し、当会研究のサ

イトから誰でも自由に検索、閲覧・ダウ

ンロードできるようにする「論文アーカ

イブ事業」を始めています。各施設の研

究報告の発行に携わったり、地域の市民

グループの支援をしたりしている立場に

ある会員が多いことを活かし、現在もな

かなか進んでいない各種報告のデジタル

化に取り組んでいます。

　具体的には以下のような手順で進めて

います。

○報告誌発行者（博物館、市民グループ

　等）の情報収集・協力依頼

○必要に応じて、執筆者への協力依頼・

　許諾書受領（研究会または発行者から）

○報告誌を裁断してスキャン・デジタル

　化、透明テキスト付き PDF に加工

○データベース化してウェブへ掲載、必

　要に応じて発行者・著者へのデータ渡

　し

○メーリングリスト・ツイッター等での

　紹介、利用状況の解析

　論文データは順次ウェブに掲載し、広

く活用してもらいたいと考えています。

今後も参加する研究報告誌や会誌を追加

してデータ化を進めて行く予定で、博物

館や学芸員の情報を集約したポータルサ

イトにしていきたいと考えています。

そして過去の情報だけでなく、今後の新

たな自然史研究の発表の場としての活用

や、地域間での取り組みや研究について

の情報交換の場としての活用も計画して

いきたいと思っています。

北海道自然史研究会：代表　川辺　百樹
北海道内の自然史情報の集積に向けての取り組み

秋山記念生命科学振興財団の助成により作成したリーフレット。
アーカイブ事業について紹介



第₅章　ネットワーク形成事業

◦ 健康自給率向上の実技市民講座

◦  持続可能な地域社会形成に向けての新たな公的事
業活動システムのあり方についての調査研究事業

◦  民間企業と生産者による継続可能な特産品ブラン
ド化計画

　 ―３年かけて作り上げるビジネスモデル―

◦  十勝農業イノベーションフォーラム 十勝の大地が
地球を守る

　  ～農地土壌への炭素蓄積による地球温暖化防止と
地力増進～

◦  日本列島の原生的森林生態系において、伐採・環
境攪乱が森林生態系及び生物多様性に及ぼす影響
評価

◦  世界先住民族ネットワークＡＩＮＵ
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＜これからのこと、ふたつ＞

　３年間、18回の実技講座が終わった。

隔月で学んだカラダのもっている潜在力、

健康への回復力などを実感してしまった

受講生は、「もっと知りたい」「もっと学

びたい」ということで、最終回講座から

2ヵ月後の定山渓での1泊2日の研修会と

なった。泊りがけは例外としても、今後

も継続的に学ぶ場を自前で運営していく。

　一方、このワザを活かし合う場として

講座に参加した医師たちも交えた「国際

健康むら」（仮称）設立の動きが本格化

してきている。札幌から車で1時間程度

の距離にある個人所有の樹林を活動拠点

の現地視察も行われた。広大な樹林の中

を進むと遠くに日本海を望むこともでき

る。樹林を吹き抜ける微風は、外科医に

「ここを歩くだけでも健康になってい

く！」と言わせしめた。 以上の「自主

研修会」、「健康むら」への動きは「健康

自給率向上の実技市民講座」の3年間が

なければ、誕生していなかった。

＜いままでのこと、みっつ＞

　ふたつの「希望の火」が灯ったのは、

3年間の基礎の上に柱の組み立てがあっ

た。年毎に振り返りたい。

　1年目。プラットホーム代表に医師の

丸山淳士先生が就いたことが、スター

ト・ダッシュになった。以後、共同メン

バーに信頼できる方々が入り、受講生に

もなっていただいた。

　同時に朝日新聞が、講座を記事（2008

年12月30日付）にしてくれたことで参

加者の枠が広がった。

　初年度は6回の「ミニ講演」も実施。

漢方薬剤師、医大学長、古武術家、産婦

人科医、スポーツ学研究者、歯科医がそ

れどれ密度の濃いレクチャーをして下

さった。

　2年目。医療過疎地の地方にこそ……

という意気込みで「出前講座」を実施し

た。地方在住の知人のネットワークと留

萌市立病院長を結んだ試みは、単発に終

わり時期尚早の感が残った。そこでもっ

と入り口の広い整体の世界での出前講座

を開催した。協力してくれた整体師は、

今や道内各地、東京、アジア、東欧から

お声がかかる。

　3年目。仕上げを意識する最終年。カ

ラダの不思議さに魅入られた通年受講生

たちは、「筋診断」という自主講座の動

きを常態化させ始めた。「遠友いぶき」

運営と分けたが、それが4年目への活動

に成長した。

健康自給率向上の実技市民講座
健康自給率向上の実技市民講座：代表　丸山　淳士

実技講座での気功レッスンの様子
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３年間の活動を終えて

 　本事業は、様々な社会的課題の解決

を、市場メカニズムを生かした事業手法

によって解決していこうという「社会起

業」や「社会的企業」の動きに着目し、

これらの動きを地域社会システムに組み

入れて地域活性化に活かしていく方策を

探るための調査研究事業でした。

社会的企業を分類すると、①ＮＰＯ法人

が安定的な事業運営を目指す動き、②社

会的課題解決をミッションに掲げて営利

組織として企業を創設する動き、③企業

が幅広い社会貢献事業を行うＣＳＲの動

きの３つがありますが、最終年度にはこ

の中のＣＳＲに着目し、道内で活動する

企業へのアンケート調査を行っています。

アンケート結果からは多くの企業がＣＳ

Ｒへの意識が高く、何らかの動きがある

ことがわかりました。その一方で、資金

や時間の制約、情報不足などの課題も浮

き彫りになりました。３月11日に起こっ

た東日本大震災の影響で、多くの企業が

ＣＳＲのみならず、社会のため、地域の

ためできることは何かを模索する意識が

ますます高まっていると感じています。

この動きをしっかり受け止めていくこと

がとても大切だと感じています。

　一方、本事業では２年目以降、実践的

な活動を支援していこうと釧路地域で

「釧路社会起業プロジェクト」を立ち上

げ、担い手の実践的な育成とともに、シ

ンポジウム等の開催やコミュニティビジ

ネス支援を行いました。特に最終年度に

開催した「女子力ＵＰ！　チャレンジ

ショップ」は地元で評判となり、発展的

に継続しており、着実に地域のソーシャ

ルビジネスの担い手が育ちつつあります。

　助成期間の３カ年では、安易にソー

シャルビジネスが取り上げられるように

なり、社会の関心が一過性のブームで終

わってしまうのではないかと危惧もあり

ましたが、理論的・実証的な分析や研究

と実践的な活動を地道に続けていくこと

の重要性を実感しています。

今後もこの３年間の経験や蓄積を活かし

て、地域経済の活性化や持続的な発展の

ために、情報収集と発信を行っていけれ

ばと考えております。

社会起業研究会を核に広がるネットワーク
持続可能な地域社会形成に向けての新たな公的事業活動
システムのあり方についての調査研究事業：代表　小磯　修二

2010年度に開催したシンポジウム「企業
の力と地域社会の活性化」の様子

釧路で好評だった「女子力ＵＰ！　チャレ
ンジショップ」の様子
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　代表者である私は以前、６年ほど瀬戸

内海の小さな島で第３セクターに籍を置

き、地域活性化事業に従事していた。あ

れやこれや挑戦しては失敗し、学習し、

時には成功したりもしたので、その経験

を生かすべく今回のプロジェクトを企画

したのだが、瀬戸内海の島と違い北海道

は広く、農業・漁業の規模も大きく、ネッ

トワークをつくる前段階である接点を見

つけることがなかなか難しかった。

　元々、北海道でほとんど仕事をしたこ

とがなかったので、基本のネットワーク

がなく、ほんのわずかな人脈を駆使して

何とか協力してもらえたのが、JＡ 南る

もい増毛支所と増毛果樹協会だった。生

まれたてのプロジェクトには実績がない。

そこに協力してくれたのはプロジェクト

が助成事業で、資金面の安全が担保され

ていたからである。スタートはどうあれ、

とにかく１年目は販売実績を作ること、

それが信頼に繋がり２年目に・・・と考

え「増毛の果物をもっと有名にするぞ！

プロジェクト」と銘打ちプロモーション

を開始した。

　そして３年。ネットワークを作ろうと

必死になっていた時は、それは思うよう

に作れず、方向性のズレに悩み、相手の

テンションの低さに気持ちが萎えたりも

した。が、動いてさえいればネットワー

クは出来るものなのだ。年度毎の企画書

にプラットフォームメンバーを記入する

欄があるのだが、名前を記入するのを嫌

がる人もおり、こちらも印をもらうのに

気が引けたりして、記入したメンバーは

毎回大変少なかった。事務局側にはやる

気のないプロジェクトと写ったことだろ

う。事業の最終報告書でプロジェクトの

為に確実に動いてくれた人達を３年分列

挙してみた。年々増えていったそのメン

バーは今後も協力してくれる心強いメン

バーである。

　当初の目的であったビジネスモデルは、

さまざまな要因で期間内に確立出来な

かったが、動かなければ見えてこない事

がある。動いたから見えてきた事は今後

に繋がる。３年の間に農水産業を取り巻

く状況は大きく変わった。新規就農に対

する門戸も広くなり手厚い補助がなされ

ている地域が沢山ある。農商工連携事業

もクローズアップされ勉強会が多数行わ

れている。

　そんな中、私達は周りに流されず（情

報は収集しつつ）本質を見極める目を持

ち、動き続けることが大切と考えている。

民間企業と生産者による継続可能な特産品ブランド化計画
民間企業と生産者による継続可能な特産品ブランド化計画：代表　山口　真佐美

札幌大通地下街でのキャンペーンイベント
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　秋山記念生命科学振興財団の新たな取
組みとして2008年度から実施された
「ネットワーク形成事業助成」の最初の
助成先のひとつにわたしたちのテーマが
選ばれた。同財団がこれまでに研究助成
でも、社会貢献活動助成でもなく、ネッ
トワーク形成助成というのは他に例のな
いユニークな事業である。３年間という
長い助成期間の中で、成果をどのような
形で残したらよいのか、私は常に悩み考
えさせられた。
　わたしたちが対象としたテーマは農業
である。農業は生きる糧をつくりだし、
いのちを育み、繋いでいくための人の暮
らしにとって最も基礎的な産業であると
いえるが、日常の食卓から畑に想いを馳
せることはないし、いのちを意識するこ
ともあまりない。だから改めて、農業に
ついて、その本質考えてみようというの
が活動の基本理念である。
　当初は農業を食料生産という一面から
だけでなく、農地生産性（地力）と関連
する炭素蓄積能力をカーボン・オフセッ
トという温暖化対策の新しい価値観や企
業の社会的責任（CSR）に重ね合わすこ
とで新たなビジネス・モデルを提案しよ
うとしたが、活動をすすめるうちに、こ
のプロジェクトで出すべき成果は、その
ような目先の仕組みやビジネスを生み出
すだけではなく、これまでにない新しい
価値を創造し、イノベーションを誘発す
ることだと気づいた。その価値の多くは
「食卓から畑に想いをはせる」ことので
きる感性であり、このネットワークを構
成する人たち（プラットフォーム・メン

バー）全員がぼんやりとした感性的価値
観を共有し、それぞれの立場で咀嚼し得
意なフィールドで実行に移すことである
と考えている。
　農業や農に関する普遍的な価値観を共
有し、それぞれが創造的で多様な活動を
実践すること、その活動は人によってや
り方はそれぞれであるが、根っこの価値
観が共有できていることで、多様な活動
を理解、許容し、自分の活動とシナジー
を図っていくこと。そうすることでネッ
トワークは大きく広がっていくであろう。
それがこのネットワーク形成事業助成の
真骨頂だと思っている。
　次の行動への想いにふけるカフェのよ
うな存在でありたいと考え、助成期間終
了後に、活動の名称を「The Earth Cafe 
Project」と変更した。
　今回の大震災と原子力発電所の事故で、
北関東、東北地区の広い範囲の農業と生
命が危機にさらされている。The Earth 
Cafe Project の生み出す新しい価値観に
よって人々の心や行動を支える一助とな
りたいとプラットフォーム・メンバー一
同が願っている。

The Earth Café in China 中国の農業や食についてそ
れぞれの立場で考察し議論しました

十勝農業イノベーションフォーラム（The Earth Café Project）
十勝の大地が地球を守る ～農地土壌への炭素蓄積による地球温暖化防止
と地力増進～：代表　鈴木　善人
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日本森林生態系保護ネットワーク
「森を守りたい、ただそれだけ」：河野　昭一　

　バキッ！という音に驚いた仲間が振り
向くと、私は大きくバウンドしながら「視
界から消えた」らしい。それは、沖縄や
んばるの森でのできごと。谷から尾根に
登りつめながら一本、一本、樹木の分布
調査をしていたのだが、きつい斜面での
長時間の踏ん張りに疲れて、ついもたれ
かかったのがなんと枯れ木。20メート
ルほど転落し、最後は頭を岩にぶつけて
止まった。幸い心得のある仲間に止血措
置をとってもらい、助かった。
　こんな思いまでしてなぜやるのかと聞
かれることがある。それは日本の森を守
りたいからである。日本は「緑に溢れる
豊かな森林の国」と言われる。だが実際
に森に入ると、多くは放置され荒廃した
植林地だ。もはや野生生物などすめない。
手をかけるべき人工林が放置される一方
で、「森林は人手をかけなければ荒廃す
る」と大規模に伐採され続けているのが
天然林である。だが天然林では人手がな
くても森のすきまが作られ光が射し若木
が育ち、自然の摂理によって豊かな森林
となる。
　やんばるでは戦後、主にパルプ材とし
て天然林が伐採され、伐採跡地にイジュ
などが植林された。「緑の回復」である。
しかし、私たちがやんばるの森の主役で
あるイタジイとオキナワウラジロガシの
調査をした結果、戦後すぐに伐採・植林
した森林でもイタジイが激減し、しかも
ノグチゲラの営巣が可能な太さが２０ｃ
ｍのイタジイは育っていなかった。これ
は、やんばる固有種であるノグチゲラが、
半世紀以上も営巣場所を奪われてきたこ
とを意味する。またオキナワウラジロガ

シは、乾燥した皆伐地からは消失してし
まうこともわかった。
　北海道の大雪山では、平成16年の台
風で倒れた木の処理と称して、大規模に
皆伐された。斜面が重機で削られ、はげ
山にトドマツが植林された。調査した結
果、斜面全体が崩壊して植林したトドマ
ツの苗も流され行方不明のままだ。かつ
ての森が、ハンゴンソウやエゾイチゴが
繁茂する大草原と化してしまった。イタ
ヤカエデやカンバ類などの広葉樹が生育
する姿は全くない。
　やんばると大雪の森林調査で明らかに
なったことは、伐採によって元の森林生
態系が失われてしまったということだ。
当然、元いた野生生物は棲めない。つま
り、一見「緑が回復」したように見えて
も、全く異質の森が出現したにすぎない
のだ。
　私たちは、今回の成果から、天然林を
伐採から守ることの大事さをあらためて
確認した。この成果を元にさらに広く天
然林保護活動をしていきたい。それは森
林が野生生物の住処であるとともに、私
たちにとってもかけがえのない宝だと思
うからだ。

大雪山での調査風景
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　人から人への大きな輪は2009年以降、

世界先住民族ネットワーク ＡＩＮＵ（略称：

WＩＮ-ＡＩＮＵ）の大きな成果の表れの結果

だと思います。

アイヌやアイヌ以外の仲間たちは共に考

え意見交換をすることにより、大きな輪

を広げることができるまでとなりました。

WＩＮ-ＡＩＮＵ のこれまでの様々な活動事業

は、その年に沿ったイベント、学習会、

役員会議をはじめとする活動事業を展開

してきました。

その事業の支えとなった柱は、多くの会

員、協力会員、団体会員によって支えら

れ、これまでの活動ができたのだと感謝

を申し上げたいと思っております。

また、これまでの活動には、国内外を問

わず国際交流や様々な声明、提言の発表

など敏感に声を上げてきました。

アイヌの音楽、舞踊のイベントをはじめ

国際会議の参加、シンポジウムは多数の

方々に、刺激や影響を与えたのではない

でしょうか。

特にアイヌ民族の権利回復に向けては、

たくさんの学識者をはじめ、アイヌ、ア

イヌ以外の方々と議論を重ねてきたこと

が要因となり、大きな力を WＩＮ-ＡＩＮＵ

は手に入れてきたのだと思います。特に

アイヌ文化についていえば、ペウレウタ

ラ（若者）は自分にあったスタイルで、

様々な活動を積極的に行動するようにな

りました。

微力ではあったがそれなりに刺激を与え、

貢献ができたのではないかと思っており

ます。

この波及効果は近隣のアイヌばかりでは

なく、本州に多くの仲間を持つことがで

きたのは、大変うれしく思うとともに、

大きな財産を手に入れることができまし

た。

WＩＮ-ＡＩＮＵ が目指しているアイヌとアイ

ヌ以外の自立、そしてリーダー人材育成

にむけ少しずつですが、山が動いている

のだと感じています。

一 般 市 民 と の 協 力、 共 催、 後 援 等 も

WＩＮ-ＡＩＮＵ は積極的に素早く対応できた

のは、陰になって支えてくれた多くの協

力者と仲間との連帯が大きな力となって

います。

基本的に内部の連帯の強化があったこと

は、否めることはできません。

また、海外の先住民族とのネットワーク

連帯は、さらに発展を遂げています。

先住民族とのつながりは2010年～第2

回「先住民族サミット in あいち」で開

催され、2008年7月、第1回「先住民族

サミット」アイヌモシﾘ２００８からの

繋がりは大きな影響があります。

特に、アイヌ、アメリカ / インディアン、

世界先住民族ネットワークＡＩＮＵ
「世界先住民族ネットワーク AINU」の構築：島崎　直美
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アオテアロア / マオリのつながりはこの

3年間、先住民族同志のつながりばかり

ではなく、友情以上の家族（兄弟・姉妹）

の人の温かさにも触れた3年間でした。

2010年～5月アメリカ / ニューメキシコ

で開催された、ＡＩO/ＡM0プログラムは

メディスン「民族としての力、才能はだ

れによって得たのか？」は困難を乗り越

え、傷をいやす～個人としての強さ、力

を持っていてそれが共同体の「幸福・健

全なあり方」に貢献しているという考え

方をもっています。

このプログラムに参加に際して学んだこ

とにより、大きなテーマを持つことがで

きました。

そのプログラムは、犠牲者としての精神

状態に陥ることを防ぎ、前向きに対処し

て前進するために必要な意義を持ってい

くことのほうが、重要であるという共同

体としての役割を強く感じたことです。

また、人間的繋がりは愛情をすべての人

に公平に与えられるべきであるという、

基本理念に基づきリーダーは、常に後輩

のフォローを忘れないという考え方を

持っています。

当然のように思えるが、実践となると意

外に難しく躊躇しがちになります。

しかし、次世代の継承はすぐ目の前にき

ています。そのリーダーの責任を果たす

ためにわたしたち WＩＮ-ＡＩＮＵ は、これ

からも常に前進ある活動を目指していき

たいと思います。みなさん、叱咤激励と

ともに今後もどうぞ応援してください。

アイヌのマウコピﾘカ（幸せになる）と

いう考えはかたは、アイヌ精神に沿って

きたものだと言えます。

　また、リーダーの役割の大きさを感じ

させてくれました。この3年間のネット

ワーク形成事業の役割については、大き

な実りをもたらせてくれました。

皆様の深い愛情と、導きに感謝をいたし

ます。

アイヌ　アナクﾈ　ピﾘカ

（人間・は・素晴らしい）

ソンノ　ソンノ　イヤイライケレ！

（ありがとうございました）

2010/10：第2回「先住民族さみっと in あいち2010」に参
加した先住民族たちと関係者



⒈ 　今回も受領者の方々を始め関係各位からたくさんのご寄稿をいただきました。大変

にお忙しい中、貴重なお時間を割いて迅速な対応をしていただき、この場を借りまし

て御礼申し上げます。

⒉ 　秋山財団は皆様のご支援をいただきまして、設立25周年を迎えることが出来まし

た。記念行事を幾つか行う予定ですので、次回の年報でご報告いたします。

３ 　当財団の「年報」に関するご意見や新企画等のご提案について、皆様からのご提案

をお待ちいたしております。事務局までお寄せくださるようお願いいたします。

　　平成23年 8 月31日

公益財団法人秋山記念生命科学振興財団

事務局　　池田　有道、木村　克則

―― あ　と　が　き ――







公益財団法人秋山記念生命科学振興財団

ご寄附をお寄せくださる方に

■ 当財団は、健康維持・増進に関連する生命科学（ライフサイエンス）の基礎研究を奨励し、

かつ、人材育成及び国際的な人材交流の活性化を促進し、その成果を応用技術の開発へ反

映させることにより、学術の振興及び地場産業の育成並びに道民の福祉の向上に寄与する

ことを目的としております。

■ 具体的には、健康維持・増進に関連する生命科学の基礎研究に対する助成、生命科学の進

歩発展に顕著な功績があった研究者に対する褒賞、地域社会の健全な発展を目的とする活

動並びに担い手育成及びネットワーク構築に対する助成等です。

■ この事業を推進するに当たっては、保有株式の配当金と皆様からの寄附金ならびに基本財

産の運用による利息収入により行われております。

■ 当財団は、ご寄附を賜った方に対して税法上の特典を受けられる公益財団法人として認定

を受けております。

■ 上記の認定を受けた法人に対して個人または法人が寄附を行った場合には、その個人・法

人ともに税法上の優遇措置が与えられます。詳細は、当財団ホームページの「寄付を行っ

た者に係わる税制」をご覧ください。

■ 当財団の事業趣旨にご賛同いただける方々からのご寄附をお待ちしております。

　詳しいことをお知りになりたい方は、当財団事務局までお問合せください。

公益財団法人秋山記念生命科学振興財団

〒064-0952  北海道札幌市中央区宮の森２条11丁目６番25号

ＴＥＬ  ０１１－６１２－３７７１

ＦＡＸ  ０１１－６１２－３３８０
メールアドレス　office@akiyama-foundation.org（担当：事務局 池田）
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